
◎

シ

ナ

リ

オ

【

菊

池

】

 

決

定

稿

（

一

九

八

九

年

十

二

月

脱

稿

） 

イ

ワ

モ

ト

ケ

ン

チ 

 

Ｔ
●

製

作

会

社

ク

レ

ジ

ッ

ト 

ベ

ー

ス

音

（

空

調

音

）

が

小

さ

く

響

く

。 

菊

池

が

階

段

を

上

が

っ

て

来

る

状

況

音

。 

人

の

話

し

声

が

反

響

し

て

い

る

。 

Ｔ
●

主
要
キ
ャ
ス
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト 

状

況

音

が

続

く

。 

階

段

か

ら

廊

下

へ

。 

ド

ア

を

開

け

る

音

。 

Ｔ
●

主
要
ス
タ
ッ
フ
ク
レ
ジ
ッ
ト 

段

々

ベ

ー

ス

音

が

大

き

く

な

っ

て

ゆ

く

。 

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

の

カ

ゴ

を

引

く

音 

Ｔ
●

タ

イ

ト

ル

「

菊

池

」 

Ｓ
＃ 

一
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

近

づ

く

足

音

と

菊

池

の

シ

ル

エ

ッ

ト

。 

ベ

ー

ス

音

が

ピ

ー

ク

に

達

し

て

消

え

る

。 

菊

池

、

入

っ

て

来

る

。 

窓

か

ら

間

接

光

が

入

っ

て

室

内

奥

を

照

ら

し

て

い

る

。 

薄

暗

い

室

内

。 

（

火

曜

日

・

午

前

八

時

三

〇

分

頃

） 

歩

き

出

し

て

右

列

乾

燥

機

へ

と

近

づ

く

。 

歩

い

て

来

る

、

菊

池

。 

手

前

か

ら

順

々

に

乾

燥

機

の

電

源

を

入

れ

て

ゆ

く

。 

不

規

則

に

点

灯

し

始

め

る

蛍

光

灯

。 

入

口

脇

に

あ

る

ブ

レ

ー

カ

ー

を

上

げ

る

。 

小

さ

な

電

気

音

が

ひ

と

つ

ひ

と

つ

重

な

っ

て

ゆ

く

。 

一 



Ｓ
＃ 

二
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

菊

池  

「

（

小

さ

く

お

辞

儀

し

て

）

…

…

ご

ざ

い

ま

す

」 
係

長  

「

ア

オ

ヤ

マ

君

…

。

菊

池

君

」 

係

長  

「

（

笑

っ

て

）

お

は

よ

う

」 

乾

燥

機

の

蓋

を

開

け

て

慣

れ

た

手

つ

き

で

シ

ー

ツ

を

入

れ

て

ゆ

く

。 

男

、

菊

池

の

後

方

に

立

っ

て

無

表

情

に

見

つ

め

て

い

る

。 

蓋

を

閉

め

て

乾

燥

機

を

運

転

さ

せ

る

。 

左

列

の

乾

燥

機

の

前

に

立

つ

男

と

菊

池

。 

慌

て

て

目

を

伏

せ

る

、

菊

池

。 

菊

池

、
洗

濯

済

み

シ

ー

ツ

の

カ

ゴ

を

引

き

寄

せ

る

。

摩

擦

音

。 

菊

池

を

直

視

し

た

ま

ま

数

セ

ン

チ

お

辞

儀

す

る

、

男

。 

菊

池

、

男

に

軽

く

会

釈

す

る

。 

菊

池

、

係

長

の

前

で

立

ち

止

ま

る

。 

（

火

曜

日

・

午

前

九

時

頃

） 

係

長

、

紹

介

す

る

。 

係

長

、
「

も

っ

と

前

へ

」
と

ジ

ェ

ス

チ

ャ

ー

す

る

。 

係

長

、

振

向

い

て

男

を

見

る

。 

係

長

、

菊

池

に

手

招

き

す

る

。 

係

長

の

後

ろ

に

は

男

。 

振

り

向

く

、

菊

池

。 

男

、

菊

池

を

直

視

す

る

。 

男

を

ち

ら

り

と

見

る

、

菊

池

。 

男

、

二

歩

前

進

す

る

。 

男

、

前

を

見

据

え

て

立

っ

て

い

る

。 

回

転

音

が

静

か

に

響

き

始

め

る

。 

そ

れ

を

受

て

静

か

に

移

動

し

始

め

る

、

菊

池

。 
入

口

に

係

長

が

立

っ

て

い

る

。 

入

口

付

近

か

ら

足

音

が

聞

こ

え

る

。 

増

幅

す

る

電

気

音

。 

右

列

全

て

の

電

源

を

入

れ

る

。 

菊

池 
 

「
（

乾

燥

機

を

見

な

が

ら

）
片

列

七

台

あ

り

ま

す

。

二 



Ｓ
＃ 

三
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

菊

池  

「

…

じ

ゃ

あ

、

お

願

い

、

し

ま

す

…

」 

菊

池 
 

「

（

入

口

方

向

を

指

し

）

…

あ

の

奥

に

運

ん

で

下

さ

い

」 

菊

池 
 

「

（

カ

ゴ

を

見

て

）

乾

燥

が

終

わ

っ

た

ら

、

こ

ん

な

感

じ

で

た

た

ん

で

…

」 

菊

池 
 

「

乾

燥

ま

で

、

二

〇

分

か

か

り

ま

す

か

ら

、

時

間

が

余

っ

た

ら

、

椅

子

に

座

っ

て

待

っ

て

い

て

下

さ

い

」 
男 

 

「

（

入

口

方

向

を

見

る

） 

男 
 

「

（

カ

ゴ

の

中

を

見

る

）

」 

男 
 

「

…

…

」 

七

台

、

順

々

に

、

こ

う

や

っ

て

入

れ

て

行

っ

て

下

さ

い

」 

菊

池

、

右

列

に

置

い

て

あ

る

カ

ゴ

を

引

い

て

戻

っ

て

来

る

。 

中

に

は

き

れ

い

に

た

た

ん

だ

シ

ー

ツ

が

入

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

乾

燥

機

の

前

ま

で

移

動

し

て

小

さ

く

掘

り

向

く

。 

菊

池

、

男

を

見

な

い

で

右

列

へ

移

動

し

て

ゆ

く

。 

菊

池

、

慌

て

て

視

線

を

外

す

。 

急

に

向

き

直

っ

て

菊

池

を

見

る

、

男

。 

菊

池

、

静

か

に

顔

を

上

げ

て

男

を

見

る

。 

菊

池

を

見

続

け

て

い

る

、

男

。 

菊

池

を

に

ら

む

様

に

見

て

い

る

、

男

。 
菊

池

、

足

速

に

歩

き

出

し

て

右

列

へ

移

動

し

て

ゆ

く

。 

（

火

曜

日

・

午

前

十

時

三

〇

分

頃

） 

カ

ゴ

を

男

の

前

に

置

く

。 

男

と

視

線

が

合

う

。 

歩

い

て

ゆ

く

菊

池

を

見

て

い

る

、

男

。 

男

、

長

椅

子

を

見

る

。 

全

て

の

乾

燥

機

が

運

転

し

て

い

る

。 

大

き

な

機

械

音

が

響

く

。 

三 



Ｓ
＃ 

四
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

う

つ

向

き

加

減

に

前

を

見

て

い

る

。 

男

は

乾

燥

機

の

前

に

立

っ

て

シ

ー

ツ

を

た

た

ん

で

い

る

。 

続

い

て

ズ

ボ

ン

の

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

煙

草

を

出

し

て

く

わ

え

る

。 

長

椅

子

へ

移

動

し

て

座

る

。 

蓋

を

閉

じ

て

運

転

さ

せ

る

。 

中

か

ら

乾

燥

済

み

の

シ

ー

ツ

を

素

早

く

出

し

て

隣

の

（

洗

濯

済

み

）

カ

ゴ

の

上

へ

の

せ

て

ゆ

く

。 

乾

燥

機

の

蓋

を

開

け

る

。 

菊

池

、

視

線

を

落

と

し

な

が

ら

も

男

を

気

に

し

て

い

る

。 

菊

池

、

全

て

出

し

終

わ

る

と

洗

濯

済

み

シ

ー

ツ

を

素

早

く

乾

燥

機

へ

投

げ

入

れ

て

ゆ

く

。 

菊

池

、

右

列

奥

の

乾

燥

機

の

前

に

立

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

慌

て

て

視

線

を

外

し

て

目

を

落

と

す

。 

急

に

振

向

い

て

菊

池

を

直

視

す

る

、

男

。 

菊

池

、

小

さ

く

振

向

い

て

男

を

盗

み

見

る

。 

菊

池

、
男

に

背

を

向

け

て

長

椅

子

に

座

っ

て

い

る

。 

（

火

曜

日

・

午

前

十

時

頃

） 

首

筋

に

汗

が

流

れ

て

い

る

。 

ぎ

こ

ち

な

い

手

つ

き

で

遅

い

。 

し

ば

ら

く

菊

池

を

見

続

け

た

後

、

再

び

た

た

み

始

め

る

、

男

。 

入

口

方

向

へ

た

た

ん

だ

シ

ー

ツ

の

カ

ゴ

を

運

ん

で

ゆ

く

、

男

。 

ゆ

っ

く

り

乾

燥

機

が

回

り

始

め

る

。 

作

業

着

で

額

の

汗

を

拭

う

。 

男

、

カ

ゴ

を

置

い

て

戻

っ

て

来

る

。 

金

属

音

。 

右

列

乾

燥

機

の

前

に

は

そ

れ

ぞ

れ

洗

濯

済

み

の

衣

頬

が

置

か

れ

て

い

る

。 

菊

池

、

隣

の

カ

ゴ

の

上

に

乗

せ

た

シ

ー

ツ

を

素

早

く

た

た

み

始

め

る

。 

四 



Ｓ
＃ 

五
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

菊

池  

「

（

小

さ

な

声

で

）

こ

こ

…

禁

煙

な

ん

で

す

…

」 

猫

舌

な

の

か

片

手

で

茶

碗

を

持

っ

て

息

で

冷

ま

し

て

い

る

、

男

。 

小

さ

く

お

辞

儀

し

て

向

き

直

る

、

菊

池

。 

菊

池

、

茶

碗

を

置

い

て

最

中

を

取

る

。 

菊

池

、
両

手

で

茶

碗

を

持

っ

て

お

茶

飲

ん

で

い

る

。

お

茶

を

飲

む

音

。 

菊

池

と

男

、

互

い

に

背

を

向

け

る

か

た

ち

で

長

椅

子

に

座

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

元

の

位

置

に

戻

っ

て

作

業

を

再

開

す

る

。 

菊

池

、

立

ち

止

ま

る

。

距

離

、

二

メ

ー

ト

ル

程

。 

（

火

曜

日

・

午

後

三

時

頃

） 

お

ぼ

ん

の

上

に

は

湯

飲

み

茶

碗

と

最

中

が

の

っ

た

皿

ふ

た

つ

。 

無

表

情

に

も

な

か

を

噛

む

、

菊

池

。 

無

造

作

に

煙

草

を

床

に

落

と

し

て

靴

で

も

み

消

す

、

男

。 

二

人

の

間

に

お

ぼ

ん

が

置

か

れ

て

い

る

。 

男

、

茶

碗

を

用

心

深

く

静

か

に

ロ

に

近

づ

け

て

ほ

ん

の

少

し

す

す

る

。 

男

、
し

ば

ら

く

菊

池

の

後

ろ

姿

を

見

続

け

て

い

る

。 

男

、

煙

草

を

く

わ

え

た

ま

ま

菊

池

を

直

視

し

続

け

る

。 
男

、

菊

池

を

見

上

げ

る

。 

男

に

向

か

っ

て

静

か

に

歩

き

出

す

、

菊

池

。 

男

、

煙

を

深

く

吸

い

込

ん

で

静

か

に

吐

き

出

す

。 

男

、

百

円

ラ

イ

タ

ー

で

煙

草

に

火

を

点

け

る

。 

た

た

ん

だ

シ

ー

ツ

を

空

の

カ

ゴ

ヘ

入

れ

て

ゆ

く

。 

そ

の

音

を

聞

い

て

振

向

く

、

菊

池

。 

最

中

を

一

口

食

べ

る

。 

全

て

の

乾

燥

機

が

止

ま

っ

て

い

る

。 

奥

へ

歩

き

出

す

。 

菊

池

、

無

表

情

に

最

中

を

も

う

一

口

食

べ

る

。 

五 



Ｓ
＃ 

六
●

Ａ

ス

ー

パ

ー

・

店

内 
Ｓ
＃ 

七
●

Ａ

ス

ー

パ

ー

・

店

内 

女 
 

「

（

事

務

的

に

）

七

百

十

一

円

に

な

り

ま

す

」 

女 
 

「

（

事

務

的

に

）

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

」 

菊

池

、

コ

ー

ト

の

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

財

布

を

取

り

出

す

。 

も

う

一

台

に

は

女

が

同

じ

ス

ー

パ

ー

の

エ

プ

ロ

ン

を

着

け

て

立

っ

て

い

る

。 
レ

ジ

に

値

段

が

表

示

さ

れ

る

。

七

一

一

円

。 

レ

ジ

は

二

台

あ

る

。 

レ

ジ

付

近

。 

一

台

に

は

四

十

代

後

半

の

主

婦

が

ス

ー

パ

ー

の

エ

プ

ロ

ン

を

着

け

て

立

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

財

布

か

ら

千

円

札

を

取

り

出

し

て

置

く

。 

菊

池

の

商

品

を

ビ

ニ

ー

ル

に

素

早

く

入

れ

る

、
女

。 

菊

池

、

女

を

見

つ

め

る

。 

菊

池

、

レ

ジ

カ

ウ

ン

タ

ー

に

カ

ゴ

を

の

せ

る

。 

菊

池

、

カ

ゴ

を

手

に

持

っ

て

静

か

に

歩

い

て

レ

ジ

へ

近

づ

い

て

ゆ

く

。 

女

、

菊

池

の

カ

ゴ

を

引

き

寄

せ

て

レ

ジ

を

打

ち

始

め

る
（

千

ミ

リ

パ

ッ

ク

牛

乳

、
六

枚

切

り

食

パ

ン

、

ス

ナ

ッ

ク

菓

子

）

。 

（

火

曜

日

・

午

後

六

時

十

分

頃

） 

（

火

曜

日

・

午

後

六

時

頃

） 

客

が

四

人

並

ん

で

い

る

。 

客

が

三

人

並

ん

で

い

る

。 

再

び

う

つ

向

き

加

減

に

な

る

、

女

。 

五

人

目

の

客

と

し

て

女

の

レ

ジ

に

並

ぶ

。 

女

、

う

つ

む

き

加

減

で

レ

ジ

を

（

バ

ー

コ

ー

ド

）

打

っ

て

い

る

。 

視

線

を

そ

ら

す

、

菊

池

。 

女

、

少

し

顔

を

上

げ

て

菊

池

を

見

る

。 

時

々

女

を

盗

み

見

る

、

菊

池

。 

続

い

て

小

銭

を

手

の

ひ

ら

に

出

し

て

見

る

。 

六 



Ｓ
＃ 

八
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

菊

池 

「

（

顔

を

上

げ

て

小

さ

な

声

で

）

十

一

円

、

あ

り

ま

す

」 

女

の

声 

「

（

事

務

的

に

）

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

」 

女 
 

「
（

事

務

的

に

）
三

百

円

の

お

返

し

に

な

り

ま

す

」 

女

、

体

を

レ

ジ

ス

タ

ー

に

向

け

て

菊

池

の

千

円

札

を

レ

ジ

ス

タ

ー

の

中

に

入

れ

る

。 

少

し

顔

を

上

げ

て

女

を

盗

み

見

る

、

菊

池

。 

静

か

に

ス

ー

パ

ー

の

ビ

ニ

ー

ル

袋

を

持

ち

上

げ

て

出

口

へ

移

動

し

始

め

る

、

菊

池

。 

レ

ジ

か

ら

お

つ

り

を

取

っ

て

菊

池

に

差

し

出

す

、

女

。 
帽

子

を

か

ぶ

る

。 

菊

池

、

六

畳

間

中

央

に

立

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

小

さ

く

振

り

向

い

て

女

を

見

る

。 

菊

池

、
お

つ

り

を

受

け

取

ろ

う

と

手

を

差

し

出

す

。 

菊

池

と

女

、

視

線

を

合

せ

る

。 

菊

池

の

様

子

を

う

か

が

っ

て

い

る

、

女

。 

覗

き

ス

タ

イ

ル

に

着

替

え

て

い

る

。 

（

火

曜

日

・

午

後

八

時

頃

） 

台

所

へ

移

動

し

て

流

し

に

立

つ

。 

台

所

の

電

灯

だ

け

と

な

る

。 

微

妙

に

視

線

を

は

ず

し

て

十

一

円

を

置

く

、
菊

池

。 

六

畳

間

の

電

灯

を

消

す

。 

お

つ

り

の

値

段

が

表

示

さ

れ

る

。 

女

、

ゆ

っ

く

り

と

千

円

札

を

受

け

取

っ

て

レ

ジ

に

は

さ

む

。 

テ

レ

ビ

の

前

へ

移

動

し

て

消

す

。 

テ

レ

ビ

の

音

声

。 

流

し

の

鏡

に

顔

を

写

す

。 

鏡

を

見

な

が

ら

眉

毛

が

隠

れ

る

位

に

深

く

か

ぶ

る

。 

手

に

帽

子

を

持

っ

て

い

る

。 

女

、

次

の

客

の

対

応

を

始

め

て

い

る

。 

女

の

手

と

菊

池

の

手

が

軽

く

接

触

す

る

。 

女

、

レ

ジ

を

打

つ

。 

静

止

し

て

鏡

の

中

の

自

分

の

顔

を

無

表

情

に

見

続

七 



駐

車

場

の

入

口

で

自

転

車

を

降

り

て

ア

パ

ー

ト

に

自

転

車

の

ラ

イ

ト

が

強

く

光

っ

て

こ

っ

ち

ら

に

向

か

っ

て

来

る

が

、

女

の

顔

は

明

確

で

は

な

い

。 

菊

池

、

静

か

に

歩

き

出

し

て

路

上

ａ

へ

移

動

し

て

ゆ

く

。 

菊

池

の

立

っ

て

い

る

場

所

か

ら

ア

パ

ー

ト

の

入

口

（

駐

車

場

の

入

口

）

が

見

え

る

。 

路

上

ｂ

の

上

方

向

か

ら

自

転

車

に

乗

っ

た

女

が

走

っ

て

く

る

。 

転

車

の

が

強

光

っ

て

っ

に

向

全

身

黒

の

覗

き

ス

タ

イ

ル

。 

両

手

を

コ

ー

ト

の

ポ

ケ

ッ

ト

に

入

れ

て

寒

そ

う

に

立

っ

て

い

る

。 

菊

池

の

立

っ

て

い

る

場

所

か

ら

ア

パ

ー

ト

の

入

口

 

（

火

曜

日

・

午

後

八

時

三

〇

分

頃

） 

路

上

ａ

の

ブ

ロ

ッ

ク

塀

の

陰

に

隠

れ

る

様

に

し

て

立

っ

て

い

る

、

菊

池

。 

八 

。 
上

ａ

～

ｄ

の

記

号

で

し

て

ゆ

く

事

に

す

る

。 

※

ア

パ

ー

ト

を

囲

む

道

は

図

の

様

に

な

っ

て

い

る

以

下

人

物

の

立

ち

位

置

を

路

示

 

Ｓ
＃ 
九
●

男

と

女

の

ア

パ

ー

ト

の

前

・

路

上 

け

て

い

る

、

菊

池

。 



向

か

っ

て

歩

き

出

す

、

女

。

菊

池

、

女

を

見

な

が

を

止

め

て

自

転

車

に

鍵

を

ら

路

上

ａ

か

ら

路

上

ｃ

へ

と

電

柱

の

陰

に

立

つ

。 

置

か

ら

男

と

女

の

部

屋

の

窓

が

よ

く

見

え

周

り

を

気

に

し

な

が

ら

窓

を

見

上

げ

て

い

て

い

る

。 
け

て

半

身

の

体

勢

で

窓

を

見

続

体

勢

を

入

れ

変

え

て

窓

を

凝

視

し

続

け

る

、
菊

池

。 

Ｓ
＃ 

一
〇
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

け

る

、

菊

池

。 

か

け

て

い

る

、

女

。 

菊

池

、

女

を

見

な

が

い

る

。 

入

口

の

壁

女

の

影

が

移

動

し

て

窓

に

近

づ

く

。 

重

心

を

電

柱

に

傾

ピ

ン

ク

色

の

カ

ー

テ

ン

が

透

け

て

見

え

ら

路

上

ｂ

下

方

向

へ

と

足

速

に

歩

き

出

す

。 

ア

パ

ー

ト

下

に

自

転

車

曲

が

っ

て

ゆ

く

。 

路

上

ｃ

を

数

メ

ー

ト

ル

歩

き

上

を

見

上

げ

る

、

菊

池

。 

そ

の

位

る

。 
部

屋

に

は

ま

だ

電

灯

が

点

っ

て

い

な

い

。 

菊

池

、

る

。 

部

屋

の

電

灯

が

点

る

。 

女

の

影

、

窓

か

ら

遠

ざ

か

っ

て

消

え

る

。 

（

水

曜

日

・

午

前

十

時

頃

） 

全

て

の

乾

燥

機

、

運

転

し

て

い

る

。 

菊

池

と

男

、

お

互

い

に

背

を

向

け

合

っ

て

座

っ

て

に

掛

け

て

あ

る

時

計

を

見

上

げ

て

い

る

、

上

げ

て

い

る

。 

。 る

。 

を

見

る

。 

、

二

人

。 

菊

池

、

小

さ

く

振

向

い

て

男

菊

池

を

見

続

け

る

、

男

。 

菊

池

、

顔

を

戻

し

て

前

を

見

菊

池

を

見

続

け

る

、

男

。 

菊

池

、

ち

ら

り

と

男

を

見

る

菊

池

。 

振

向

い

て

菊

池

を

見

る

、

男

。 

男

、

両

足

を

伸

ば

し

て

天

井

を

見

視

線

を

合

せ

る

九 



菊

池  

。 

る

、

男

。 

る

。 

立

ち

上

が

る

、

菊

池

。 

Ｓ
＃ 

一
一
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

「

…

え

？

」 

男

、

何

も

言

わ

ず

に

見

続

け

る

。 

静

か

に

目

を

伏

せ

て

向

き

直

る

、

菊

池

。 

菊

池

、

向

き

直

っ

た

後

も

男

を

気

に

し

て

い

る

し

ば

ら

く

見

続

け

た

後

に

向

き

直

男

、

再

び

天

井

を

見

上

げ

（

水

曜

日

・

午

前

十

一

時

頃

） 
菊

池

、
洗

濯

済

み

の

カ

ゴ

を

押

し

て

入

っ

て

来

る

。

の

前

に

立

っ

て

シ

ー

ツ

を

た

た

ん

で

い

る

、

遅

い

。 

燥

機

の

前

に

も

同

じ

カ

ゴ

が

置

か

れ

た

む

手

つ

き

が

徐

々

に

乱

暴

に

な

っ

て

ゆ

ち

止

ま

る

。 

済

み

シ

ー

ツ

を

素

早

く

入

れ

て

運

転

て

ゆ

く

、
菊

池

。 

男

、

菊

池

を

見

続

け

て

い

る

。 

Ｓ
＃ 

一
二
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

て

い

る

。 

蓋

を

開

け

て

乾

燥

し

た

シ

ー

ツ

を

出

し

始

め

る

。 

出

し

た

シ

ー

ツ

を

隣

の

乾

燥

機

の

前

に

置

い

て

あ

る

カ

ゴ

の

上

に

の

せ

て

ゆ

く

。

全

て

出

し

た

後

、

カ

ゴ

の

洗

濯

男

、

手

を

休

め

て

菊

池

を

凝

視

し

て

い

る

。 

一

旦

置

い

た

乾

燥

シ

ー

ツ

を

空

に

な

っ

た

カ

ゴ

の

乾

燥

機

は

止

ま

っ

て

い

る

。 

摩

擦

音

。 

乾

燥

機

菊

池

、

奥

の

乾

燥

機

の

前

で

立

菊

池

、

カ

ゴ

を

手

前

の

乾

燥

機

の

前

に

置

く

。 

他

六

台

の

乾

舌

打

ち

し

な

が

ら

作

業

を

す

る

、

男

。 

さ

せ

る

。 

額

に

汗

を

か

い

て

い

る

、

男

。 

奥

へ

移

動

し

て

ゆ

く

、

菊

池

。 

男

の

た

男

の

手

つ

き

は

相

変

わ

ら

ず

ぎ

こ

ち

な

く

男

。 

く

。 

中

へ

素

早

く

た

た

み

な

が

ら

入

れ

一〇 



（

水

曜

日

・

午

後

十

二

時

頃

） 

全

て

の

乾

燥

機

、

止

ま

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

長

椅

子

に

一

人

座

っ

て

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

飲

み

始

め

る

。 

。 

イ

ッ

チ

の

最

後

の

か

た

ま

り

を

口

に

入

れ

て

ビ

ニ

ー

ル

袋

の

中

に

入

れ

る

。 

に

あ

る

ゴ

ミ

箱

に

向

か

っ

て

歩

き

出

す

、

ル

袋

を

手

に

持

っ

た

ま

ま

男

を

見

る

、

菊

て

来

る

。 

持

っ

た

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

無

造

作

に

差

男 
 

伸

ば

し

て

缶

コ

ー

ヒ

ー

ヒ

ー

を

不

思

議

そ

う

に

見

て

い

子

に

座

っ

て

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

強

く

数

回

の

蓋

を

開

け

る

。

蓋

を

開

け

る

菊

池  

「

…

？

」 

ー

を

受

け

取

る

、

菊

池

。 

牛

乳

を

も

う

一

口

飲

む

。 
サ

ン

ド

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

飲

み

込

む

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

無

表

情

に

食

べ

続

け

る

、
菊

池

。 

サ

ン

ド

イ

ッ

チ

を

食

べ

る

音

。 

ビ

ニ

ー

ル

袋

を

ゴ

ミ

箱

に

捨

て

る

、

菊

池

。 

男

、
両

手

に

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

持

っ

て

入

っ

て

来

る

。 

ビ

ニ

ー

立

ち

上

が

る

。 

入

口

近

く

牛

乳

を

飲

み

干

し

牛

乳

を

手

に

取

っ

て

ス

ト

ロ

ー

で

菊

池

。 

菊

池

、

無

表

情

に

男

を

見

て

い

る

。 

男

、

右

手

に

振

る

。 

男

、

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

更

に

前

へ

と

差

し

出

す

。 

迷

い

な

が

ら

も

静

か

に

手

を

し

出

す

。 

無

表

情

に

何

度

も

噛

む

。 

る

、

菊

池

。 

男

、

長

椅

男

、
手

渡

す

と

長

椅

子

へ

と

向

か

っ

て

歩

き

出

す

。 

手

に

し

た

缶

コ

男

、

ゆ

っ

く

り

菊

池

に

向

か

っ

て

歩

い

椅

子

に

は

二

五

〇

ミ

リ

パ

ッ

ク

の

牛

乳

。 

る

。 

池

。 

「

（

ぶ

っ

き

ら

ぼ

う

に

）

当

た

っ

た

」 

食

べ

て

い

る

。 

静

か

に

椅

子

に

向

か

っ

て

歩

き

出

す

、

菊

池

。 

男

、

缶

コ

ー

ヒ

ー

一一 



カ

ン

高

い

音

。 

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

み

出

す

、

男

。 

菊

池

、

男

に

背

を

向

け

て

長

椅

子

に

座

る

。 

し

ば

ら

く

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

両

手

で

持

っ

て

見

つ

め

ヒ

ー

を

ジ

ュ

ー

ス

の

様

に

ご

く

ご

く

菊

池

、

蓋

を

開

け

る

。

カ

ン

高

い

音

。 

Ｓ
＃ 

一
三
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 
る

、

菊

池

。 

男

、

缶

コ

ー

と

飲

む

。 

（

水

曜

日

・

午

後

四

時

頃

） 

全

て

の

乾

燥

機

、

運

転

し

て

い

る

。

低

く

重

い

機

機

の

前

に

立

っ

て

シ

ー

作

業

を

し

て

い

る

、
男

。 

 

し

た

係

長

、

菊

池

に

向

か

っ

て

歩

い

い

る

、
男

。 
。 

そ

声

で

）

あ

れ

駄

目

だ

よ

」 

く

れ

た

？

」 

菊

池  

。 

あ

れ

じ

ゃ

あ

駄

目

だ

よ

」 

係

長 

ち

ゃ

ん

と

た

た

む

？

」 

菊

池  

。 

菊

池  

「

は

い

…

」 

 

「

悪

い

け

ど

、

も

う

ち

ょ

っ

と

菊

池  

「

…

？

」 

係

長  

「

そ

う

。

で

も

係

長  

「

ち

ゃ

ん

と

、

教

え

て

係

長  

「

（

ひ

そ

ひ

よ

う

に

言

っ

て

く

れ

る

て

ゆ

く

。 

男

も

係

長

に

気

づ

い

て

、

見

る

。 

深

刻

な

顔

を

菊

池

、
手

を

止

め

て

近

づ

い

て

来

る

係

長

を

見

る

。 

械

音

。 

菊

池

、

入

口

寄

り

の

乾

燥

ツ

を

た

た

ん

で

い

る

。 

係

長

、

菊

池

の

前

で

立

ち

止

ま

る

。 

係

長

、

入

っ

て

来

る

。 

二

人

を

気

に

し

な

が

ら

作

業

を

続

け

て

男

、

手

を

休

め

て

二

人

を

に

ら

む

様

に

見

る

男

の

方

を

ち

ら

り

と

見

た

後

、

菊

池

を

見

る

「

あ

…

。

は

い

…

」 

「

あ

、

…

は

い

…

」 

入

っ

て

来

た

係

長

を

見

る

、

菊

池

。

奥

寄

り

の

乾

燥

機

の

前

で

係

長

、

男

を

ち

ら

り

と

見

る

一二 



係

長  

「

悪

い

け

ど

、

頼

む

ね

」 

菊

池  

。 

尽

く

し

た

ま

ま

菊

池

を

直

視

し

続

け

て

。 

で

立

ち

止

ま

っ

て

顔

を

少

し

上

げ

る

、

菊

菊

池 

シ

ー

ツ

の

た

た

み

方

…

。

菊

池 

も

っ

と

ち

ょ

っ 

、

菊

池

。 

の

前

へ

移

動

し

て

作

業

を

再

開

す

る

、

菊

男 
 

共

に

た

た

ん

だ

カ

ゴ

を

蹴

り

飛

ば

し

れ

る

大

き

な

音

と

共

に

シ

ー

ツ

が

散

乱

出

て

ゆ

く

、

男

。

男

の

顔

は

硬

直

し

て

真

う

。 

入

口

を

見

つ

め

続

け

る

、

菊

池

。 

Ｓ
＃ 

一
四
●

男

と

女

の

ア

パ

ー

ト

の

前

・

路

上 

男

の

顔

、

硬

直

し

て

ゆ

く

。 

 

「

ゆ

っ

く

り

で

結

構

で

す

か

ら

。

池

。 

 

「

あ

の

…

。

乾

燥

済

み

と

丁

寧

に

お

願

い

し

ま

す

…

」 

な

ん

で

す

け

ど

…

」 

男

、

菊

池

を

睨

み

続

け

て

い

る

。 

乾

燥

機

男

を

見

な

い

で

小

さ

く

お

辞

儀

を

す

る

、

菊

池

。

男

、

顔

を

真

赤

に

し

て

菊

池

を

睨

ん

で

い

る

。 

池

。 

右

列

の

乾

燥

機

へ

と

移

動

し

て

ゆ

く

て

倒

す

。 

カ

ゴ

が

倒

す

る

。 

出

て

ゆ

く

、

係

長

。 

い

る

。 

男

、

足

速

に

入

口

方

向

へ

歩

き

出

す

。 

足

速

に

赤

。 

菊

池

、

出

て

ゆ

く

男

を

目

で

追

菊

池

、

伏

目

が

ち

に

男

に

近

づ

い

て

ゆ

く

。 
男

の

前

菊

池

、

出

て

ゆ

く

係

長

を

見

て

い

る

「

（

大

声

）

あ

っ

！

」 

男

、

大

声

と

男

、

近

づ

く

菊

池

を

直

視

し

続

け

る

。 

男

に

向

か

っ

て

静

か

に

歩

き

出

す

、

菊

池

向

き

直

っ

て

男

を

見

る

、

菊

池

。 

男

、

立

ち

素

早

く

振

向

い

て

男

を

見

る

、

菊

池

。 

「

は

い

…

」 

男

の

姿

が

完

全

に

消

え

る

。 

一三 



Ｓ
＃ 

一
五
●

男

と

女

の

ア

パ

ー

ト

近

く

の

夜

道 

横

目

で

菊

池

を

見

な

が

ら

通

過

し

て

ゆ

く

、

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

。 

菊

池

、

静

か

に

ゆ

っ

く

り

と

顔

を

上

げ

て

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

を

見

る

。 

当

時

に

振

り

向

い

て

菊

池

を

見

る

、

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

。 

少

し

首

を

傾

げ

て

歩

き

出

す

、

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

。 

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

、

右

に

曲

が

ろ

う

と

す

る

。 

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

足

音

が

近

づ

い

て

来

る

。 

菊

池

、

素

早

く

顔

を

伏

せ

て

更

に

ブ

ロ

ッ

ク

塀

に

近

づ

く

。 

小

さ

く

振

向

い

て

後

ろ

を

見

る

、

菊

池

。 

路

上

ａ

奥

か

ら

三

〇

代

の

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

風

の

男

が

近

づ

い

て

来

る

。 
菊

池

、

路

上

ｂ

を

見

る

。 

菊

池

、

慌

て

て

下

を

向

く

。 

菊

池

、

じ

っ

と

耐

え

る

様

に

動

か

な

い

で

い

る

。 

菊

池

の

後

ろ

か

ら

足

音

が

近

づ

い

て

来

る

。 

菊

池

、

隠

れ

る

様

に

立

っ

て

い

る

。 

（

水

曜

日

・

午

後

八

時

三

〇

分

頃

） 

腕

時

計

を

見

る

。 

し

ば

ら

く

見

た

後

。 

し

ば

ら

く

見

た

後

、

歩

き

出

す

。 

し

ば

ら

く

見

た

後

、

も

う

一

度

路

上

ｂ

を

見

る

。 

男

と

女

の

部

屋

に

は

電

灯

が

点

っ

て

い

な

い

。 

フ

レ

ー

ム

か

ら

消

え

る

。 

人

通

り

は

な

い

。 

人

通

り

は

な

い

。 

路

上

ｂ

に

向

か

っ

て

歩

き

出

す

、

菊

池

。 

路

上

ｂ

に

出

て

ア

パ

ー

ト

を

見

る

。 

路

上

ｂ

に

さ

し

か

か

る

。 

路

上

ｂ

を

見

つ

め

て

い

る

。 

路

上

ａ

奥

。 

（

水

曜

日

・

午

後

九

時

頃

） 

一四 



菊

池

、

両

手

を

コ

ー

ト

の

ポ

ケ

ッ

ト

に

入

れ

て

歩

い

て

ゆ

く

。 

前

方

か

ら

二

台

の

自

転

車

が

走

っ

て

来

る

。 

ラ

イ

ト

が

揺

れ

て

い

る

。 

男

と

女

の

自

転

車

。

前

を

走

っ

て

い

る

の

が

男

。

後

ろ

が

女

。 

菊

池

、

自

転

車

を

見

る

。 

道

の

端

へ

と

顔

を

隠

す

様

し

な

が

ら

寄

っ

て

ゆ

く

、

菊

池

。 

男

と

女

の

自

転

車

が

菊

池

の

横

を

通

過

し

て

ゆ

く

。 
菊

池

、

立

ち

止

ま

っ

て

振

り

向

く

。 

走

り

去

る

男

と

女

を

目

で

追

う

、

菊

池

。 

Ｓ
＃ 

一
六
●

男

と

女

の

ア

パ

ー

ト

の

前

・

路

上 

Ｓ
＃ 

一
七
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

台

所

の

窓

を

見

上

げ

な

が

ら

駐

車

場

の

中

を

歩

い

て

ゆ

く

。 

遠

く

で

猫

の

泣

き

声

が

聞

こ

え

始

め

る

が

、

テ

レ

ビ

の

音

声

と

重

な

っ

て

聞

き

取

り

難

い

。 

菊

池

、

パ

ジ

ャ

マ

姿

で

ベ

ッ

ド

に

横

に

な

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

路

上

ｂ

上

方

向

か

ら

歩

い

て

来

る

。 

（

水

曜

日

・

午

後

十

一

時

頃

） 

（

水

曜

日

・

午

後

十

時

頃

） 

路

上

ｂ

か

ら

ｄ

へ

と

曲

が

り

、

ア

パ

ー

ト

の

入

口

（

駐

車

場

）

へ

入

っ

て

行

く

。 

無

表

情

に

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

、

菊

池

。 

周

り

を

気

に

し

な

が

ら

自

転

車

に

近

づ

く

。 

男

と

女

の

部

屋

の

台

所

に

は

電

灯

が

点

っ

て

い

る

。 

ア

パ

ー

ト

の

下

に

は

男

と

女

の

自

転

車

が

仲

良

く

並

ん

で

置

い

て

あ

る

。 

ア

パ

ー

ト

に

近

づ

い

て

ゆ

く

。 

静

か

に

女

の

自

転

車

の

イ

ス

に

手

を

伸

ば

し

て

触

る

、

菊

池

。 

起

き

上

が

っ

て

テ

レ

ビ

へ

移

動

す

る

。 

一五 



Ｓ
＃ 

一
八
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

猫

、

階

段

に

座

っ

て

菊

池

を

用

心

深

く

中

腰

で

見

て

い

る

。 

テ

レ

ビ

の

ボ

リ

ュ

ー

ム

を

落

と

し

て

耳

を

澄

ま

し

て

聞

く

。 

や

さ

し

く

見

続

け

て

い

る

。 

ド

ア

を

静

か

に

十

セ

ン

チ

程

度

開

け

る

。 
菊

池

、

静

か

に

ゆ

っ

く

り

と

ド

ア

を

更

に

開

け

て

屈

む

。 

猫

、

気

持

ち

良

さ

そ

う

に

目

を

閉

じ

る

。 

猫

の

頭

を

や

さ

し

く

撫

で

始

め

る

。 

猫

、

菊

池

の

膝

の

上

で

一

番

座

り

心

地

の

良

い

場

所

を

探

し

た

後

。 

猫

を

持

ち

上

げ

て

自

分

の

膝

の

上

に

の

せ

る

。 

猫

、

ス

ト

ー

ブ

に

近

づ

い

て

安

定

す

る

。 

猫

、

牛

乳

か

ら

離

れ

て

毛

づ

く

ろ

い

を

始

め

る

。 

玄

関

口

で

屈

ん

だ

ま

ま

猫

を

見

て

い

る

、

菊

池

。 

猫

、

菊

池

に

向

か

っ

て

泣

く

。 

玄

関

口

へ

静

か

に

近

づ

き

、

ド

ア

の

内

鍵

を

静

か

に

開

け

る

。 

立

ち

上

が

っ

て

台

所

へ

移

動

す

る

。 

顔

を

台

所

方

向

へ

向

け

る

。 

猫

の

泣

き

声

が

徐

々

に

大

き

く

な

る

。 

菊

池

、

猫

の

隣

に

座

っ

て

や

さ

し

く

見

て

い

る

。 

ス

ト

ー

ブ

の

前

で

猫

、

小

皿

に

入

っ

た

牛

乳

を

不

器

用

に

飲

ん

で

い

る

。 

（

水

曜

日

・

午

後

十

一

時

三

〇

分

頃

） 

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

変

え

る

。 

ア

パ

ー

ト

の

共

同

階

段

に

猫

の

顔

が

見

え

る

。 

「

ぐ

る

ぐ

る

」

と

喉

を

鳴

ら

し

始

め

る

、

猫

。 

泣

声

が

連

続

的

に

な

る

。 

そ

の

隙

間

か

ら

外

（

廊

下

）

を

見

る

。 

安

定

す

る

。 

全

身

を

な

め

ま

わ

す

、

猫

。 

猫

を

撫

で

続

け

る

。 

一六 



Ｓ
＃ 

一
九
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

菊

池  

「

…

こ

ら

…

」 

こ

わ

ば

っ

た

表

情

で

猫

を

見

て

い

る

、

菊

池

。 

猫

、

動

か

な

い

。 

猫

の

頭

を

三

回

叩

く

。 

猫

を

捕

ま

え

て

乱

暴

に

持

ち

上

げ

る

。 

猫

、

逃

げ

る

。 

猫

、

逃

げ

る

。 

猫

に

向

か

っ

て

静

か

に

近

づ

い

て

ゆ

く

。 

立

ち

上

が

っ

て

使

用

済

み

の

テ

ィ

ッ

シ

ュ

を

ゴ

ミ

箱

に

捨

て

る

。 

猫

が

布

団

の

中

か

ら

飛

び

出

し

、

逃

げ

出

す

。 

猫

を

撫

で

続

け

る

、

菊

池

。 

三

回

目

に

鈍

い

音

が

す

る

。 

追

う

、

菊

池

。 

追

う

、

菊

池

。 

逃

げ

た

猫

を

鋭

く

に

ら

ん

だ

後

、

敷

き

布

団

を

触

る

。 

菊

池

、

静

か

に

目

を

開

け

る

。 

菊

池

、

布

団

に

入

っ

て

眠

っ

て

い

る

。 

（

木

曜

日

・

午

前

一

時

頃

） 

し

ば

ら

く

覗

い

た

後

、

猫

を

畳

に

落

と

す

。

畳

に

落

ち

る

猫

の

生

っ

ぽ

い

音

。

電

灯

を

点

け

る

。 

し

ば

ら

く

一

点

を

見

つ

め

た

後

、

布

団

を

強

く

捲

っ

て

上

半

身

を

起

こ

す

。 

布

団

の

中

で

猫

が

ご

そ

ご

そ

動

い

て

い

る

。 
室

内

の

電

灯

、

全

て

消

さ

れ

て

い

る

。 

テ

ィ

シ

ュ

を

箱

ご

と

取

り

、

濡

れ

た

布

団

を

拭

き

始

め

る

。 

気

持

ち

良

さ

そ

う

に

目

を

閉

じ

続

け

る

、

猫

。 

「

ぐ

る

ぐ

る

」
が

ど

ん

ど

ん

大

き

く

な

っ

て

ゆ

く

。 

静

止

し

て

ゆ

っ

く

り

猫

を

覗

き

込

む

。 

寝

返

り

を

打

つ

、

菊

池

。 

Ｓ
＃ 

二
〇
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

近

く

の

ゴ

ミ

置

き

場 

一七 



Ｓ
＃ 

二
一
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

中

学

生

、

顔

中

汗

を

か

い

て

真

剣

に

素

振

り

を

し

て

い

る

。 

ブ

ロ

ッ

ク

塀

と

電

柱

の

間

に

設

け

ら

れ

た

ゴ

ミ

置

き

場

の

前

で

立

ち

止

ま

る

。

既

に

三

つ

の

ゴ

ミ

袋

が

置

か

れ

て

い

る

。 

パ

ジ

ャ

マ

に

コ

ー

ト

を

羽

織

っ

た

菊

池

、

歩

い

て

来

る

。 

中

学

生

が

素

振

り

を

止

め

て

菊

池

を

見

て

い

る

。 

立

ち

上

が

っ

て

ゴ

ミ

袋

を

上

か

ら

見

る

。 

中

学

生

に

背

を

向

け

る

様

に

し

ゃ

が

み

込

む

、

菊

池

。 

殺

気

を

感

じ

る

。 

足

速

に

逃

げ

出

す

様

に

歩

き

出

す

、

菊

池

。 

菊

池

、

眠

っ

て

い

る

。 

（

木

曜

日

・

午

前

七

時

頃

） 

（

木

曜

日

・

午

前

二

時

頃

） 

ぎ

こ

ち

な

い

歩

き

方

。 

し

ば

ら

く

ゴ

ミ

袋

を

見

て

い

る

。 

自

分

の

ゴ

ミ

袋

を

一

番

奥

に

移

動

さ

せ

る

。 

肩

で

息

を

し

て

い

る

、

中

学

生

。 

再

び

し

ゃ

が

ん

で

他

の

ゴ

ミ

袋

を

移

動

さ

せ

る

。 

周

り

を

見

回

す

。 
室

内

に

は

朝

の

光

。 

裸

足

で

革

靴

を

履

い

て

い

る

。 

は

っ

と

し

て

勢

い

良

く

振

り

向

く

。 

外

か

ら

複

数

の

男

の

声

が

聞

こ

え

る

。 

ゴ

ミ

袋

を

静

か

に

置

く

。 

ゴ

ミ

置

場

の

斜

め

向

え

に

庭

付

の

一

軒

家

が

あ

り

、

そ

の

庭

で

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

中

学

生

ら

し

い

丸

坊

主

の

少

年

が

バ

ッ

ト

の

素

振

り

を

し

て

い

る

。 

ゴ

ミ

袋

を

抱

え

る

様

に

持

っ

て

歩

い

て

来

る

。 

素

早

く

向

き

直

る

。 

手

を

払

い

、

ゴ

ミ

袋

を

見

な

が

ら

立

ち

上

が

る

。 

続

い

て

清

掃

車

が

バ

ッ

ク

す

る

警

戒

昔

。 

一八 



菊

池

、

急

に

目

を

開

け

て

飛

び

起

き

る

。 

窓

へ

移

動

し

て

カ

ー

テ

ン

を

少

し

開

け

て

外

を

見

下

す

。 

窓

か

ら

覗

き

続

け

る

。 

男

の

掛

け

声

に

続

い

て

清

掃

車

の

走

り

出

す

音

。 

し

ば

ら

く

同

じ

姿

勢

の

ま

ま

で

い

る

。 

静

か

に

カ

ー

テ

ン

を

閉

め

る

、

菊

池

。 

Ｓ
＃ 

二
二
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

Ｓ
＃ 

二
三
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

ふ

て

く

さ

れ

た

動

作

で

隣

の

乾

燥

機

へ

と

移

動

す

る

、

男

。 

菊

池

、

顔

を

上

げ

て

係

長

を

見

る

。 

菊

池

、

椅

子

に

座

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

再

び

入

口

へ

と

歩

き

出

す

。 

菊

池

、

洗

濯

済

み

の

カ

ゴ

を

二

つ

引

い

て

入

口

か

ら

入

っ

て

来

る

。

摩

擦

音

。

男

、

左

列

中

央

辺

り

の

乾

燥

機

の

前

に

立

っ

て

乱

暴

に

シ

ー

ツ

を

投

げ

入

れ

て

い

る

。 

（

木

曜

日

・

午

前

十

一

時

頃

） 

（

木

曜

日

・

午

前

十

時

頃

） 
全

て

の

乾

燥

機

、

運

転

し

て

い

る

。

低

く

重

い

機

械

音

。 

係

長

が

足

速

に

入

っ

て

来

る

。
係

長

の

乾

い

足

音

。 

カ

ゴ

を

手

前

の

乾

燥

機

前

に

置

い

て

入

口

へ

と

戻

る

。 

男

、
乱

暴

に

蓋

を

閉

め

て

乾

燥

機

を

運

転

さ

せ

る

。 

男

を

見

る

。 

男

、

乱

暴

に

シ

ー

ツ

を

投

げ

入

れ

続

け

て

い

る

。 

戻

る

時

に

ち

ら

り

と

男

を

見

る

。 

入

口

か

ら

三

つ

目

の

乾

燥

機

へ

移

動

し

て

カ

ゴ

を

置

く

。 

ま

た

二

つ

の

カ

ゴ

を

引

い

て

入

っ

て

来

る

、
菊

池

。 

全

て

の

乾

燥

機

、

運

転

し

て

い

る

。 

係

長

の

顔

、

怒

っ

て

い

る

の

か

険

し

い

。 

一九 



係

長 
 

「

な

に

も

難

し

い

事

じ

ゃ

な

い

で

し

ょ

う

！

丁

寧

に

や

れ

ば

い

い

だ

け

の

事

…

」 

係

長  

「

聞

い

た

ん

で

し

ょ

？

菊

池

君

に

」 

係

長  

「

簡

単

な

事

で

し

ょ

？

」 

係

長 
 

「
（

感

情

的

に

）
な

ん

で

、
ち

ゃ

ん

と

し

な

い

の

？

君

…

」 

男 
 

「

（

硬

直

し

て

ゆ

く

顔

）

」 

男 
 

「

（

直

視

）

」 

男 
 

「

（

直

視

）

」 

投

げ

や

り

な

態

度

で

シ

ー

ツ

を

た

た

ん

で

い

る

、

男

。 

膝

を

押

え

て

う

め

く

、

係

長

。 

係

長

、

倒

れ

た

ま

ま

小

さ

な

声

で

う

め

き

続

け

て

い

る

。 

足

速

に

歩

き

出

す

、

男

。 

菊

池

、

出

て

行

っ

た

男

を

無

表

情

で

見

て

い

る

。 

菊

池

、

慌

て

て

目

を

伏

せ

る

。 

急

に

振

向

い

て

菊

池

を

睨

む

、

男

。 

菊

池

、

男

を

見

て

い

る

。 

菊

池

の

横

を

足

早

に

通

過

し

て

ゆ

く

、

男

。 

菊

池

、
椅

子

の

前

に

立

っ

た

ま

ま

男

を

見

て

い

る

。 

菊

池

、

ゆ

っ

く

り

立

ち

上

が

る

。 

男

、

突

然

係

長

の

左

膝

裏

を

強

く

蹴

る

。

鈍

い

音

が

す

る

。 

係

長

、

膝

を

折

っ

て

倒

れ

る

。 

し

ば

ら

く

見

た

後

、

係

長

を

見

る

。 

カ

ゴ

を

蹴

り

倒

す

。 

そ

の

ま

ま

出

て

ゆ

く

、

男

。 

奥

で

作

業

し

て

い

る

男

を

睨

む

様

に

見

な

が

ら

歩

い

て

来

る

、

係

長

。 

菊

池

、

係

長

を

目

で

追

う

。 

係

長

、

男

の

前

で

立

ち

止

ま

る

。 

無

表

情

に

二

人

を

見

続

け

て

い

る

、

菊

池

。 

男

、

係

長

を

直

視

す

る

。 

静

か

に

ゆ

っ

く

り

顔

を

係

長

に

向

け

る

、

男

。 

う

め

い

て

い

る

係

長

を

無

表

情

に

見

続

け

て

い

る

、

菊

池

。 

二〇 



Ｓ
＃ 

二
四
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

（

木

曜

日

・

午

後

一

時

頃

） 

菊

池

、

左

列

乾

燥

機

の

前

に

立

ち

い

つ

も

よ

り

急

い

で

シ

ー

ツ

を

た

た

ん

で

い

る

。

シ

ー

ツ

の

擦

れ

る

摩

擦

音

。 

全

て

の

乾

燥

機

、

運

転

し

て

い

る

。 

素

早

く

た

た

ん

で

隣

の

乾

燥

機

へ

移

動

す

る

。 

蓋

を

開

け

て

乾

燥

シ

ー

ツ

を

素

早

く

隣

の

カ

ゴ

へ

の

せ

て

ゆ

く

。 
乾

燥

機

の

中

へ

素

早

く

シ

ー

ツ

を

入

れ

る

。 

蓋

を

し

て

運

転

さ

せ

る

、

菊

池

。 

Ｓ
＃ 

二
五
●

男

と

女

の

ア

パ

ー

ト

の

前

・

路

上 

Ｓ
＃ 

二
六
●

あ

る

夜

道 

ト

ン

ネ

ル

を

抜

け

て

三

差

路

を

右

に

曲

が

る

。 

ト

ン

ネ

ル

の

中

を

走

り

抜

け

て

行

く

、

菊

池

。 

あ

あ

て

て

顔

を

伏

せ

て

路

上

ｂ

上

方

向

へ

と

走

り

出

す

、

菊

池

。 

後

ろ

を

振

り

向

き

な

が

ら

走

っ

て

ゆ

く

。 

菊

池

、

路

上

ｂ

を

ア

パ

ー

ト

に

向

か

っ

て

歩

い

て

ゆ

く

。 

男

、

煙

草

を

く

わ

え

た

ま

ま

窓

か

ら

走

っ

て

ゆ

く

菊

池

を

見

て

い

る

。 

（

木

曜

日

・

午

後

九

時

頃

） 

（

木

曜

日

・

午

後

八

時

三

〇

分

頃

） 

フ

ェ

ン

ス

越

し

に

置

い

て

あ

る

自

転

車

を

見

る

。 

置

い

て

あ

る

の

は

男

の

自

転

車

だ

け

で

女

の

自

転

車

は

な

い

。 

見

上

げ

る

と

同

時

に

窓

が

開

き

、

煙

草

を

く

わ

え

た

男

が

吸

殻

の

入

っ

た

灰

皿

を

窓

か

ら

落

と

す

。 

ア

パ

ー

ト

に

は

電

灯

が

点

っ

て

い

る

。 

時

々

後

ろ

を

振

り

返

り

な

が

ら

走

っ

て

ゆ

く

。 

路

上

ｂ

に

画

し

た

窓

を

見

上

げ

る

。 

前

方

に

急

な

曲

が

り

角

が

見

え

る

。 

二一 



菊

池  

「
（

軽

く

お

辞

儀

し

て

）
大

丈

夫

で

す

、
か

ら

…

」 

菊

池  

「

（

小

さ

な

声

で

）

…

大

丈

夫

、

で

す

…

」 

女 
 

「

で

も

…

」 

女 
 

「

…

こ

れ

で

…

」 

女 
 

「

…

血

が

…

」 

女 
 

「

…

大

丈

夫

、

で

す

か

？

」 

女

、

菊

池

を

見

な

が

ら

静

か

に

自

転

車

か

ら

降

り

て

ス

タ

ン

ド

を

立

て

る

。 

走

り

な

が

ら

内

角

か

ら

曲

が

り

角

を

曲

が

ろ

う

と

す

る

。 

女

、

コ

ー

ト

の

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

ハ

ン

カ

チ

を

取

り

出

し

て

ゆ

っ

く

り

と

差

し

出

す

。 

ハ

ン

カ

チ

を

差

し

出

し

た

ま

ま

心

配

そ

う

に

見

て

い

る

、

女

。 

恐

る

恐

る

屈

ん

で

菊

池

の

顔

を

覗

き

込

む

、

女

。 

顔

を

少

し

上

げ

て

上

目

使

い

に

女

を

見

上

げ

る

。 

菊

池

、

ご

ま

か

す

様

な

お

辞

儀

を

す

る

。 

菊

池

、

も

う

一

度

お

辞

儀

し

た

後

に

逃

げ

る

様

に

歩

き

出

す

。 

菊

池

、

手

で

鼻

の

下

を

拭

っ

て

血

を

確

め

る

。 

菊

池

、

素

早

く

起

き

上

が

る

。 

菊

池

、

女

を

見

て

表

情

を

変

え

る

。 

菊

池

の

右

の

鼻

か

ら

血

が

流

れ

て

い

る

。 

菊

池

、

上

半

身

を

起

こ

す

。 
鼻

水

を

吸

い

込

む

要

領

で

二

回

鼻

血

を

吸

い

込

む

。 

自

転

車

に

乗

っ

て

い

る

の

は

女

だ

。 

自

転

車

の

ブ

レ

ー

キ

音

。 

段

々

と

速

足

に

な

っ

て

ゆ

く

、

菊

池

。 

数

メ

ー

ト

ル

歩

い

た

所

で

ぎ

こ

ち

な

く

振

り

向

く

。 

怯

え

た

顔

で

菊

池

を

見

つ

め

る

。 

強

く

自

転

車

と

衝

突

し

て

地

面

に

倒

れ

る

、
菊

池

。 

揺

れ

る

自

転

車

の

ラ

イ

ト

。 

女

、
同

じ

姿

勢

の

ま

ま

で

菊

池

を

見

続

け

て

い

る

。 

女

、

心

配

そ

う

に

菊

池

を

見

て

い

る

。 

女

、

自

転

車

に

ま

た

が

っ

た

ま

ま

。 

急

に

走

り

出

す

、

菊

池

。 

二二 



Ｓ
＃ 

二
七
●

ま

た

あ

る

夜

道 

（

木

曜

日

・

午

後

九

時

三

〇

分

頃

） 

鼻

血

を

流

し

な

が

ら

走

る

菊

池

の

顔

。 

カ

メ

ラ

、

ぶ

れ

な

が

ら

さ

が

っ

て

ゆ

く

。 

Ｓ
＃ 

二
八
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

（

木

曜

日

・

午

後

十

時

頃

） 

菊

池

、

台

所

流

し

台

の

前

に

立

っ

て

鏡

に

映

る

自

分

の

顔

を

見

つ

め

て

い

る

。

右

鼻

か

ら

血

が

流

れ

て

い

る

。 

鼻

か

ら

口

に

か

け

て

拭

き

取

っ

た

血

の

後

が

残

っ

て

い

る

。 

水

道

の

蛇

口

を

ひ

ね

る

。 

水

が

強

く

流

れ

出

す

。 

石

鹸

を

手

に

取

っ

て

丁

寧

に

泡

立

て

る

。 

石

鹸

を

使

っ

て

顔

を

洗

い

始

め

る

。 

丁

寧

に

何

度

も

す

す

ぐ

。 

水

道

の

蛇

口

を

閉

め

る

。 

顔

を

上

げ

て

鏡

を

見

る

。 

鏡

に

映

る

菊

池

の

濡

れ

た

顔

。 

再

び

鼻

血

が

静

か

に

流

れ

出

す

。 

Ｓ
＃ 

二
九
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

Ｓ
＃ 

三
〇
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

菊

池

の

鼻

に

は

鼻

血

止

め

の

テ

ィ

シ

ュ

が

詰

め

ら

れ

て

い

る

。 

菊

池

、

パ

ジ

ャ

マ

に

着

替

え

て

布

団

に

入

っ

て

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

。 

（

金

曜

日

・

午

前

十

時

頃

） 

（

木

曜

日

・

午

後

十

一

時

頃

） 

無

表

情

に

テ

レ

ビ

を

見

続

け

て

い

る

、

菊

池

。 

室

内

の

灯

り

は

テ

レ

ビ

だ

け

。 

全

て

の

乾

燥

機

、

運

転

し

て

い

る

。 

菊

池

一

人

、

左

列

手

前

の

乾

燥

機

の

前

に

立

っ

て

二三 



Ｓ
＃ 

三
一
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

屋

上 

菊

池  

「

…

は

い

…

」 

菊

池  

「

（

会

釈

す

る

）

」 

菊

池  

「

…

い

え

…

」 

菊

池  

「

…

あ

。

は

い

…

」 

菊

池  

「

（

小

さ

な

声

で

）

…

ご

ざ

い

ま

す

」 

係

長  

「

（

笑

っ

て

）

悪

い

け

ど

、

頼

む

ね

」 

係

長  

「

来

週

、

新

し

い

人

、

入

る

ら

し

い

か

ら

」 

係

長  

「

悪

い

ね

、

忙

し

く

て

…

」 

係

長  

「

（

笑

っ

て

）

大

丈

夫

…

」 

係

長  

「

（

笑

っ

て

）

お

は

よ

う

」 

た

た

み

終

わ

っ

た

カ

ゴ

が

六

つ

、

菊

池

の

立

っ

て

い

る

ま

わ

り

に

置

い

て

あ

る

。 

菊

池

、

屋

上

の

フ

ェ

ン

ス

に

持

た

れ

か

か

る

様

に

座

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

振

向

い

て

右

列

乾

燥

機

を

見

る

。 

（

金

曜

日

・

午

後

十

二

時

三

〇

分

頃

） 

カ

ゴ

か

ら

離

れ

て

手

を

貸

そ

う

と

二

歩

近

づ

く

、

菊

池

。 

係

長

、

反

転

し

て

出

て

ゆ

く

。 

係

長

、

笑

っ

て

菊

池

を

見

る

。 

係

長

、

歩

き

に

く

そ

う

に

菊

池

に

近

づ

こ

う

と

す

る

。 

係

長

が

松

葉

杖

を

使

っ

て

大

儀

そ

う

に

入

っ

て

来

る

。 

機

械

音

が

少

し

小

さ

く

な

る

。 

大

儀

そ

う

に

出

て

ゆ

く

係

長

を

無

表

情

に

見

て

い

る

、

菊

池

。 

素

早

く

た

た

み

続

け

て

た

た

み

終

わ

る

。 

シ

ー

ツ

を

急

い

で

た

た

ん

で

い

る

。

摩

擦

音

。 

七

つ

の

カ

ゴ

の

内

四

つ

を

縦

に

並

べ

て

入

口

方

向

へ

運

ん

で

ゆ

く

。 

視

線

を

少

し

外

す

、

菊

池

。 

奥

二

台

の

乾

燥

機

が

運

転

を

停

止

し

て

い

る

。 

工

場

の

巨

大

な

空

調

音

が

低

く

響

い

て

い

る

。 

二四 



上

空

を

飛

行

機

が

通

過

し

て

行

く

音

。 

空

を

見

上

げ

る

。 

光

が

目

に

入

っ

て

ま

ぶ

し

そ

う

に

す

る

。 

通

過

し

て

ゆ

く

飛

行

機

の

音

。 

目

を

細

め

て

上

空

を

見

上

げ

続

け

て

い

る

。 

飛

行

機

の

通

過

音

が

遠

ざ

か

っ

て

ゆ

く

。 

空

を

見

上

げ

続

け

て

い

る

、

菊

池

。 

Ｓ
＃ 

三
二
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

Ｓ
＃ 

三
三
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

左

右

列

乾

燥

機

の

半

分

程

、

運

転

し

て

い

る

。 

乾

燥

機

が

ゆ

っ

く

り

回

り

始

め

る

。 

蓋

を

閉

め

て

乾

燥

機

を

運

転

さ

せ

る

。 

菊

池

、

椅

子

に

座

っ

て

お

茶

を

飲

ん

で

い

る

。 

菊

池

、

洗

濯

済

み

の

カ

ゴ

を

縦

に

三

つ

並

べ

て

入

っ

て

来

る

。

摩

擦

音

。 

全

て

の

乾

燥

機

、

止

ま

っ

て

い

る

。

小

さ

な

電

源

音

が

響

い

て

い

る

。 

（

金

曜

日

・

午

後

三

頃

） 

（

金

曜

日

・

午

後

一

時

頃

） 
機

械

音

が

響

き

始

め

る

。 

無

表

情

に

前

を

見

な

が

ら

お

茶

を

飲

ん

で

い

る

。 

お

茶

を

飲

む

音

。 

た

い

焼

き

に

手

を

伸

ば

し

て

頭

を

一

口

食

べ

る

。 

右

手

に

茶

碗

、

左

手

に

た

い

焼

き

を

持

っ

て

前

を

見

る

。 

椅

子

の

上

に

お

ぼ

ん

が

置

い

て

あ

る

。 

奥

の

乾

燥

機

の

蓋

を

開

け

て

シ

ー

ツ

を

投

げ

入

れ

る

。 

茶

碗

を

持

っ

た

ま

ま

た

い

焼

き

を

見

る

。 

そ

の

上

に

た

い

焼

き

の

の

っ

た

皿

。 

隣

の

乾

燥

機

へ

移

動

し

て

蓋

を

開

け

る

、

菊

池

。 

右

列

奥

へ

移

動

し

て

奥

か

ら

順

に

置

い

て

ゆ

く

。 

無

表

情

に

た

い

焼

き

を

噛

む

、

菊

池

。 

二五 



Ｓ
＃ 

三
四
●

走

る

パ

ス

の

車

内 

太

っ

た

婦

人

、

ゆ

っ

く

り

菊

池

の

方

へ

首

を

パ

ー

ン

さ

せ

て

菊

池

を

見

上

げ

る

。 

少

し

見

た

後

、

慌

て

て

立

ち

上

が

る

。 

降

車

口

近

く

の

一

人

掛

け

座

席

に

座

っ

て

い

る

中

年

男

、

無

表

情

に

ブ

ザ

ー

を

押

す

。 

眠

っ

て

い

る

菊

池

、

規

則

正

し

く

頭

を

揺

ら

し

て

い

る

。 

婦

人

を

ち

ら

り

と

見

る

、

菊

池

。 

中

年

男

、

立

ち

上

が

る

。 

菊

池

、
倒

れ

そ

う

に

な

っ

て

吊

り

皮

に

つ

か

ま

る

。 

菊

池

、

出

辛

そ

う

に

横

歩

き

し

て

ゆ

く

。 

菊

池

、
会

釈

し

て
「

す

み

ま

せ

ん

」
と

合

図

す

る

。 

菊

池

、

目

を

開

け

て

窓

外

を

見

る

。 

菊

池

、

小

さ

く

首

を

上

下

に

揺

ら

し

始

め

る

。 

菊

池

の

隣

に

デ

パ

ー

ト

の

紙

袋

を

膝

に

の

せ

て

座

っ

て

い

る

、

太

っ

た

婦

人

。

背

筋

を

伸

ば

し

て

行

儀

正

し

い

座

り

方

を

し

て

真

っ

直

ぐ

前

を

見

て

い

る

。 

窓

に

頭

を

寄

り

か

け

て

眠

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

後

部

座

席

右

窓

際

の

席

に

座

っ

て

い

る

。 

（

金

曜

日

・

午

後

七

時

頃

） 

移

動

し

て

降

り

て

ゆ

く

、

中

年

男

。 

バ

ス

が

停

車

す

る

。 

太

っ

た

婦

人

、

菊

池

を

無

表

情

に

見

て

い

る

。 

太

っ

た

婦

人

、
一

間

あ

け

て

体

を

静

か

に

ず

ら

す

。 

太

っ

た

婦

人

、

真

正

面

を

見

続

け

て

い

る

。 

車

内

ア

ナ

ウ

ン

ス

。

音

が

割

れ

て

い

て

明

確

に

は

聞

こ

え

な

い

。 

太

っ

た

婦

人

、

前

を

見

続

け

て

い

る

。 

乗

客

は

十

人

。 

降

車

口

が

閉

ま

り

バ

ス

が

走

り

出

す

。 

降

車

口

近

く

ま

で

移

動

し

て

ゆ

く

、

菊

池

。 

降

車

口

が

開

く

。 

全

員

座

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

太

っ

た

婦

人

に

背

を

向

け

る

。 

二六 



吊

り

皮

の

シ

ル

バ

ー

シ

ー

ト

に

座

っ

た

老

女

が

菊

池

を

気

の

毒

そ

う

に

見

上

げ

て

い

る

。 

菊

池

、
老

女

を

見

な

い

様

に

窓

外

に

目

を

向

け

る

。 

Ｓ
＃ 

三
五
●

夜

の

バ

ス

通

り 

（

金

曜

日

・

午

後

七

時

三

〇

分

頃

） 

交

通

量

の

多

い

通

り

。

車

の

通

過

音

。 

菊

池

、

歩

い

て

ゆ

く

。 

菊

池

の

横

を

次

か

ら

次

へ

と

車

が

通

過

し

て

ゆ

く

。 

Ｓ
＃ 

三
六
●

Ａ

ス

ー

パ

ー

前

・

舗

装

道

路 

Ｓ
＃ 

三
七
●

Ａ

ス

ー

パ

ー

近

く

の

路

地 

店

先

で

店

長

ら

し

い

中

年

の

男

が

閉

店

準

備

を

し

て

い

る

。 

ち

ら

り

と

店

先

を

見

る

。 

道

は

暗

く

、

菊

池

の

顔

は

明

確

で

は

な

い

。 

顔

を

隠

す

様

に

下

を

向

き

足

速

に

な

っ

て

ゆ

く

。 

足

速

に

ス

ー

パ

ー

前

を

通

過

し

て

ゆ

く

、

菊

池

。 

前

方

に

ス

ー

パ

ー

の

前

を

通

っ

て

い

る

舗

装

道

路

が

見

え

る

。 

菊

池

、

息

を

荒

ら

し

て

走

っ

て

来

る

。 

菊

池

、

歩

い

て

来

る

。 

（

金

曜

日

・

午

後

八

時

三

〇

分

頃

） 

ス

ー

パ

ー

前

の

四

つ

角

に

差

し

か

か

る

。 

ス

ー

パ

ー

に

近

づ

い

て

ゆ

く

。 

（

金

曜

日

・

午

後

八

時

頃

） 

舗

装

道

路

と

路

地

の

境

で

立

ち

止

ま

る

。 

ブ

ロ

ッ

ク

塀

で

体

を

隠

し

て

前

を

覗

く

。 

細

く

て

薄

暗

い

裏

道

。 

前

方

に

ス

ー

パ

ー

の

店

内

の

あ

か

り

が

見

え

る

。 

歩

き

続

け

る

。 

車

が

通

過

す

る

時

、

菊

池

の

顔

が

明

確

に

な

る

。 

同

時

に

ス

ー

パ

ー

の

電

飾

看

板

が

消

え

る

。 

時

々

車

が

菊

池

の

横

を

通

過

し

て

ゆ

く

。 

前

方

斜

め

向

え

に

ス

ー

パ

ー

の

裏

口

が

見

え

る

。 

二七 



菊

池  

「

（

ぎ

こ

ち

な

く

笑

う

）

」 

菊

池  

「

は

い

…

。

大

丈

夫

で

す

」 

菊

池  

「

…

こ

ん

、

ば

ん

わ

…

」 

女 
 

「

良

か

っ

た

…

」 

女 
 

「

…

大

丈

夫

、

で

し

た

？

」 

女 
 

「

（

菊

池

の

事

を

思

い

出

し

た

顔

）

」 

Ｃ

女

の

声 

「

マ

イ

ド

ア

リ

ガ

ト

ウ

ゴ

ザ

イ

マ

ス

。

ア

キ

カ

ン

ハ

ク

ズ

カ

ゴ

ニ

」 

す

り

足

で

更

に

一

歩

女

に

近

づ

く

。 

か

ん

高

い

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

女

の

声

が

響

く

。 

立

ち

直

っ

て

二

歩

三

歩

と

女

に

近

づ

く

。 

左

右

を

小

さ

く

確

認

し

た

後

に

舗

装

道

路

を

渡

る

。 

菊

池

、

更

に

一

歩

。 

体

を

路

地

側

に

戻

し

て

大

き

く

新

呼

吸

す

る

、

菊

池

。 

女

、

裏

口

横

に

あ

る

自

動

販

売

機

を

横

切

っ

て

自

転

車

置

場

へ

と

歩

い

て

ゆ

く

。 
自

動

販

売

機

に

コ

イ

ン

を

入

れ

て

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

買

う

、

菊

池

。 

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

取

り

出

し

な

が

ら

女

に

お

辞

儀

す

る

、

菊

池

。 

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

取

り

出

す

為

に

屈

ん

で

い

る

、

菊

池

。 

腕

時

計

を

見

る

。 

女

を

見

な

い

よ

う

に

自

動

販

売

機

の

前

へ

足

早

に

移

動

す

る

。 

再

び

覗

き

込

む

。 

女

、

自

分

の

自

転

車

の

前

で

立

ち

止

ま

っ

て

自

転

車

に

鍵

を

差

し

込

ん

で

い

る

。 

歩

き

出

し

て

道

路

へ

出

る

。 

更

に

一

歩

女

に

近

づ

い

て

ゆ

く

。 

息

を

弾

ま

せ

な

が

ら

体

を

路

地

側

に

戻

す

。 

そ

の

姿

勢

の

ま

ま

で

女

を

見

る

。 

女

、

菊

池

の

顔

を

見

て

い

る

。 

女

、

自

然

な

目

線

で

振

向

く

。 

女

、

裏

口

の

ド

ア

を

開

け

て

出

て

来

る

。 

菊

池

と

女

の

距

離

が

一

メ

ー

ト

ル

以

下

と

な

る

。 

二八 



女

、

自

転

車

を

引

い

て

舗

装

道

路

へ

出

る

。 

女 
 

「

（

お

辞

儀

し

て

）

じ

ゃ

あ

…

」 

菊

池  

「

（

少

し

慌

て

て

）

…

あ

、

は

い

…

」 

お

辞

儀

を

す

る

、

菊

池

。 

女

、

自

転

車

に

ま

た

が

る

。 

も

う

一

度

お

辞

儀

し

た

後

に

走

り

出

す

、

女

の

自

転

車

。 

菊

池

、

女

の

後

ろ

姿

に

向

か

っ

て

も

う

一

度

お

辞

儀

を

す

る

。 

ラ

イ

ト

を

点

け

た

女

の

自

転

車

が

遠

ざ

か

っ

て

ゆ

く

。 

缶

コ

ー

ヒ

ー

を

手

に

し

た

ま

ま

立

ち

尽

く

し

て

い

る

、

菊

池

。 

Ｓ
＃ 

三
八
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

Ｓ
＃ 

三
九
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

グ

・

乾

燥

機

室 

菊

池

、

あ

わ

て

て

上

半

身

を

起

こ

し

て

目

覚

ま

し

時

計

を

止

め

る

。 

（

土

曜

日

・

午

前

八

時

頃

） 

再

び

壁

を

叩

く

、

隣

人

。

今

度

は

も

っ

と

強

く

乱

暴

に

。 

鳴

り

続

け

る

目

覚

ま

し

時

計

。 

鳴

り

続

け

る

目

覚

ま

し

時

計

の

音

。 

布

団

か

ら

顔

を

出

し

て

寝

ぼ

け

た

顔

で

目

覚

ま

し

時

計

を

見

る

。 

布

団

に

入

っ

た

ま

ま

動

か

な

い

、

菊

池

。 

同

じ

姿

勢

で

様

子

を

う

か

が

い

続

け

て

い

る

、

菊

池

。 

壁

を

叩

き

続

け

て

い

る

、

隣

人

。 

聞

こ

え

な

い

の

か

無

視

し

て

眠

り

続

け

る

、
菊

池

。 

そ

の

姿

勢

の

ま

ま

隣

を

う

か

が

う

。 

隣

人

、

叩

く

の

を

止

め

る

。

静

か

に

な

る

。 

隣

人

が

壁

を

数

回

軽

く

叩

く

音

。 

寝

返

り

を

打

っ

て

布

団

を

頭

か

ら

か

ぶ

る

。 

（

土

曜

日

・

午

前

十

一

時

頃

） 

二九 



Ｓ
＃ 

四
〇
●

Ａ

ス

ー

パ

・

店

内 

菊

池

、

空

の

買

物

カ

ゴ

を

持

っ

て

牛

乳

の

コ

ー

ナ

ー

に

立

っ

て

い

る

。 

し

ば

ら

く

の

ぞ

い

た

後

に

一

番

奥

か

ら

無

理

に

牛

乳

を

抜

き

取

っ

て

カ

ゴ

に

入

れ

る

。 

屈

ん

で

並

べ

ら

れ

た

牛

乳

を

の

ぞ

き

込

ん

で

い

る

。 

豆

腐

の

コ

ー

ナ

ー

に

度

の

強

い

眼

鏡

を

か

け

た

五

十

前

後

の

主

婦

ら

し

き

女

が

立

っ

て

い

る

の

が

見

え

る

。 

か

な

り

乱

暴

な

手

つ

き

に

な

っ

て

い

る

。 

牛

乳

の

コ

ー

ナ

ー

か

ら

離

れ

て

店

内

奥

へ

と

移

動

し

始

め

る

。 

蓋

を

強

く

閉

め

る

、

菊

池

。 

左

列

へ

移

動

し

て

残

り

の

カ

ゴ

を

縦

に

並

べ

る

。 

小

走

り

に

右

列

奥

へ

移

動

し

て

ゆ

く

。 

急

い

で

乾

燥

機

の

中

へ

シ

ー

ツ

を

投

げ

入

れ

て

ゆ

く

。 

菊

池

、

乾

燥

済

み

の

カ

ゴ

を

四

つ

縦

に

並

べ

て

入

口

方

向

へ

移

動

し

て

ゆ

く

。

カ

ゴ

の

摩

擦

音

。 

（

土

曜

日

・

午

後

六

時

四

五

分

頃

） 

怒

っ

て

い

る

の

か

も

知

れ

な

い

が

表

情

は

変

ら

ず

無

表

情

。 

入

口

奥

所

定

の

位

置

に

カ

ゴ

を

置

き

急

ぎ

足

で

戻

っ

て

来

る

。 

半

分

程

の

乾

燥

機

が

止

ま

っ

て

い

る

。 

店

内

入

口

付

近

。 

大

き

な

金

属

音

が

響

く

。 

同

様

に

し

て

戻

っ

て

来

る

。 

縦

に

並

べ

た

カ

ゴ

を

再

び

入

口

方

向

へ

運

ん

で

ゆ

く

。 
奥

の

乾

燥

機

の

前

に

立

っ

て

蓋

を

開

け

る

。 

右

列

乾

燥

機

を

ち

ら

り

と

見

る

。 

全

て

の

乾

燥

機

、

運

転

し

て

い

る

。 

眼

鏡

女

、

腰

を

折

っ

て

静

か

に

豆

常

に

顔

を

近

づ

け

て

ゆ

く

。 

三〇 



Ｓ
＃ 

四
一
●

Ａ

ス

ー

パ

・

店

内 

豆

腐

と

顔

の

距

離

、

五

セ

ン

チ

程

の

所

ま

で

近

づ

け

る

。 

少

し

笑

っ

て

会

釈

す

る

、

女

。 

レ

ジ

付

近

。 

次

々

と

同

じ

行

為

を

繰

返

し

て

ゆ

く

、

眼

鏡

女

。 

小

さ

く

振

向

い

て

眼

鏡

女

を

見

る

。 

菊

池

の

後

ろ

に

眼

鏡

女

、

並

ぶ

。 

菊

池

、

小

さ

く

お

辞

儀

す

る

。 

菊

池

、

四

人

目

の

客

と

し

て

並

ん

で

カ

ゴ

を

足

元

に

置

く

。 

菊

池

、

眼

鏡

女

を

横

目

で

見

な

が

ら

無

表

情

に

通

過

し

て

ゆ

く

。 
菊

池

、

眼

鏡

女

を

見

な

が

ら

ゆ

っ

く

り

移

動

（

近

づ

い

て

）

し

て

ゆ

く

。 

（

土

曜

日

・

午

後

七

時

頃

） 

腕

に

下

げ

た

カ

ゴ

の

中

を

怖

い

顔

で

凝

視

し

て

い

る

。 

客

が

三

人

並

ん

で

い

る

。 

自

然

な

目

線

で

菊

池

を

見

る

、

女

。 

二

台

の

レ

ジ

の

片

方

に

「

休

止

」

の

札

が

置

い

て

あ

る

。 

同

じ

姿

勢

の

ま

ま

豆

腐

を

人

差

し

指

で

押

し

始

め

る

、

眼

鏡

女

。 

押

し

た

後

、

首

を

傾

げ

る

。 

眼

鏡

女

、

急

に

頭

を

上

げ

て

菊

池

を

見

る

。 

眼

鏡

女

を

気

に

し

始

め

る

、

菊

池

。 

残

る

一

台

に

女

が

立

っ

て

い

る

。 

表

情

を

少

し

変

え

る

。 

女

、

顔

を

上

げ

て

客

に

値

段

を

つ

げ

て

い

る

。 

女

を

見

続

け

る

、

菊

池

。 

女

、
少

し

う

つ

向

き

加

減

で

レ

ジ

を

打

っ

て

い

る

。 

女

を

見

る

。 

慌

て

て

向

き

直

る

、

菊

池

。 

三一 



Ｓ
＃ 

四
二
●

Ａ

ス

ー

パ

・

店

内 
Ｓ
＃ 

四
三
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

菊

池  

「

…

え

え

…

（

ぎ

こ

ち

な

く

笑

う

）

」 

菊

池  

「

あ

、

は

い

。

時

々

…

」 

菊

池  

「

…

？

…

こ

こ

？

」 

菊

池  

「

（

小

さ

な

声

で

）

こ

ん

、

ば

ん

わ

…

」 
女 
 

「

（

事

務

的

に

）

千

五

二

八

円

に

な

り

ま

す

」 

女 
 

「

（

笑

っ

て

小

首

を

傾

げ

）

…

本

当

？

」 

女 
 

「

え

え

（

う

な

づ

く

）

」 

女 
 

「

も

し

か

し

て

。

よ

く

い

ら

し

て

ま

し

た

？

」 

女 
 

「

（

微

笑

ん

で

）

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

」 

少

し

慌

て

て

コ

ー

ト

か

ら

財

布

を

取

り

出

そ

う

と

す

る

、

菊

池

。 

眼

鏡

女

の

顔

が

十

セ

ン

チ

程

の

距

離

に

近

づ

い

て

い

る

。 

菊

池

、

落

ち

着

か

な

い

様

子

で

女

を

見

て

い

る

。 

菊

池

、

慌

て

て

目

を

伏

せ

て

体

を

戻

す

。 

菊

池

、

素

早

く

振

り

向

く

。 

菊

池

の

カ

ゴ

を

引

き

寄

せ

る

（

牛

乳

、

食

パ

ン

、

多

数

の

ス

ナ

ッ

ク

菓

子

類

）

、

女

。 

菊

池

の

後

ろ

の

眼

鏡

女

、

批

判

的

な

目

つ

き

で

二

人

を

見

て

い

る

。 

菊

池

、

レ

ジ

前

に

立

っ

て

ぎ

こ

ち

な

く

笑

っ

て

い

る

。 

（

土

曜

日

・

午

後

七

時

十

五

分

頃

） 

ぎ

こ

ち

な

い

菊

池

の

動

作

。 

眼

鏡

女

、

視

線

を

菊

池

に

移

動

さ

せ

る

。 

眼

鏡

女

を

直

視

す

る

、

菊

池

。 

眼

鏡

女

、

不

機

嫌

な

顔

で

女

を

睨

ん

で

い

る

。 

表

情

を

硬

く

し

て

レ

ジ

打

ち

を

再

開

す

る

、

女

。 

女

、

手

を

止

め

て

顔

を

上

げ

る

。 

女

を

盗

み

見

て

い

る

、

菊

池

。 

女

、

レ

ジ

を

打

ち

始

め

る 

（

土

曜

日

・

午

後

八

時

三

〇

分

頃

） 

三二 



Ｓ
＃ 

四
四
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

テ

レ

ビ

を

見

な

が

ら

規

則

正

し

く

口

に

お

菓

子

を

運

ん

で

ゆ

く

。 

ド

ア

の

閉

ま

る

音

。 

ス

ナ

ッ

ク

菓

子

を

噛

む

の

を

止

め

て

隣

の

様

子

を

う

か

が

う

。 

隣

人

と

そ

の

恋

人

ら

し

い

女

の

声

が

小

さ

く

聞

こ

え

る

。 

一

周

し

て

元

の

番

組

に

戻

る

。 

立

ち

上

が

っ

て

ゆ

っ

く

り

と

壁

に

近

づ

く

。 

菊

池

、

テ

レ

ビ

の

前

に

座

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

真

顔

に

戻

る

。 
菊

池

、

パ

ジ

ャ

マ

姿

で

ベ

ッ

ド

の

上

に

座

っ

て

い

る

。 

（

土

曜

日

・

午

後

九

時

頃

） 

ス

ナ

ッ

ク

菓

子

の

封

を

や

ぶ

る

大

き

な

音

。 

新

聞

か

ら

目

を

離

し

て

隣

の

様

子

を

う

か

が

う

。 

無

表

情

に

テ

レ

ビ

を

見

な

が

ら

お

菓

子

を

食

べ

始

め

る

。 

静

か

に

テ

レ

ビ

に

近

づ

い

て

ボ

リ

ュ

ー

ム

を

少

し

づ

つ

下

げ

る

。 

様

子

を

う

か

が

い

続

け

て

い

る

、

菊

池

。 

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

変

え

る

。

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

変

え

る

ガ

チ

ャ

ガ

チ

ャ

音

。 

テ

レ

ビ

欄

を

見

始

め

る

。 

テ

レ

ビ

の

横

に

あ

る

新

聞

を

畳

に

広

げ

る

。 

テ

レ

ビ

か

ら

は

バ

ラ

エ

テ

ィ

ー

番

組

の

音

。 

壁

に

耳

を

あ

て

て

盗

み

聞

き

を

す

る

。 

性

行

為

を

連

想

さ

せ

る

物

音

が

続

く

。 

隣

か

ら

性

行

為

を

連

想

さ

せ

る

物

音

が

聞

こ

え

始

め

る

。 

女

の

下

品

な

笑

い

声

。

続

い

て

男

の

笑

い

声

。 

隣

の

様

子

を

う

か

が

う

。 

隣

室

の

ド

ア

を

開

け

る

音

。 

壁

に

耳

を

あ

て

た

ま

ま

聞

い

て

い

る

。 

三三 



男

と

女

の

普

通

の

会

話

が

聞

こ

え

て

来

る

。 

落

胆

し

た

様

子

で

静

か

に

壁

か

ら

耳

を

離

な

す

、

菊

池

。 

 

Ｓ
＃ 

四
五
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

・

室

内 

Ｓ
＃ 

四
六
●

Ａ

ス

ー

パ

ー

前

の

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー 

ち

ら

り

と

入

口

ド

ア

の

ガ

ラ

ス

越

し

か

ら

外

を

見

る

。 

コ

ー

ト

か

ら

財

布

を

取

り

出

す

。 

菊

池

、

奥

の

洗

濯

機

の

蓋

を

開

け

て

中

へ

シ

ー

ツ

を

入

れ

る

。 

一

番

奥

の

洗

濯

機

へ

移

動

し

て

隣

の

洗

濯

機

の

上

に

洗

剤

と

洗

濯

カ

ゴ

を

置

く

。 

菊

池

、

布

団

に

入

っ

て

無

表

情

に

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

。 
水

の

流

れ

出

す

音

。 

続

い

て

洗

剤

を

入

れ

る

。 

暇

そ

う

に

指

先

を

見

て

い

る

、

女

の

姿

。 

菊

池

、
洗

剤

と

洗

濯

カ

ゴ

を

持

っ

て

入

っ

て

来

る

。 

（

日

曜

日

・

午

前

十

時

頃

） 

（

土

曜

日

・

午

後

十

一

時

頃

） 

台

所

と

テ

レ

ビ

の

灯

り

の

み

。 

六

畳

間

の

電

灯

は

消

え

て

い

る

。 
店

長

、

笑

顔

で

女

と

雑

談

し

て

い

る

。 

机

の

上

に

あ

る

ス

ナ

ッ

ク

菓

子

を

手

に

取

る

。 

外

（

ス

ー

パ

ー

）

を

見

る

。 

向

え

に

ス

ー

パ

ー

の

レ

ジ

付

近

が

見

え

る

。 

封

を

開

け

て

食

べ

始

め

る

。 

財

布

か

ら

小

銭

を

出

し

て

機

械

へ

入

れ

る

。 

食

べ

な

が

ら

無

表

情

に

テ

レ

ビ

を

見

続

け

る

、

菊

池

。 

女

の

前

に

店

長

が

立

っ

て

い

る

。 

女

が

立

っ

て

い

る

。 

女

は

背

中

を

向

け

て

い

て

表

情

は

わ

か

ら

な

い

。 

三四 



Ｓ
＃ 

四
七
●

Ａ

ス

ー

パ

ー

前

の

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー 

男

、

洗

濯

機

を

運

転

さ

せ

ず

に

ド

ア

を

開

け

て

出

て

ゆ

く

。 

男

を

気

に

し

な

が

ら

も

雑

誌

に

目

を

落

と

し

続

け

て

い

る

、

菊

池

。 

ド

ア

が

開

け

っ

放

し

に

な

っ

て

い

る

。 

ド

ア

を

開

け

て

男

が

入

っ

て

来

る

。 

出

て

行

っ

た

男

、

道

路

を

渡

っ

て

ス

ー

パ

ー

へ

入

っ

て

ゆ

く

。 

少

し

間

を

お

い

て

振

向

く

、

菊

池

。 

続

い

て

洗

剤

を

入

れ

る

て

蓋

を

す

る

。 

慌

て

て

向

き

直

っ

て

雑

誌

に

目

を

落

と

す

。 

菊

池

、

振

り

向

い

た

ま

ま

の

体

勢

で

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

。 

菊

池

、

雑

誌

か

ら

少

し

目

を

離

し

て

小

さ

く

振

向

く

。 

菊

池

、

椅

子

に

座

っ

て

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー

所

有

の

雑

誌

を

捲

っ

て

い

る

。 
菊

池

、

し

ば

ら

く

見

た

後

に

室

内

に

一

つ

だ

け

あ

る

丸

椅

子

に

座

る

。 

ス

ー

パ

ー

店

内

に

入

っ

て

女

に

何

か

言

っ

て

い

る

、

男

。 

（

日

曜

日

・

午

前

十

時

二

〇

分

頃

） 

ス

ー

パ

ー

に

背

を

向

け

て

座

る

。 

男

、

菊

池

に

気

づ

か

ず

に

洗

濯

機

を

開

け

て

シ

ー

ツ

を

入

れ

て

い

る

。 

し

ゃ

が

ん

で

レ

ジ

の

下

か

ら

バ

ッ

グ

を

取

り

出

す

、

女

。 

男

、

小

銭

を

探

す

動

作

。 

洗

濯

機

の

水

が

抜

け

て

ゆ

く

音

。 

洗

濯

機

が

回

り

出

す

音

。 

女

、

バ

ッ

グ

を

開

け

て

財

布

を

出

す

。 

女

、

う

な

づ

い

て

い

る

。 

女

物

の

紙

袋

と

洗

剤

を

持

っ

て

い

る

。 

自

然

な

目

線

で

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー

（

菊

池

）

を

三五 



Ｓ
＃ 

四
八
●

Ａ

ス

ー

パ

ー

前

の

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー 

菊

池  

「

…

こ

ん

、

に

ち

わ

…

」 

女 
 

「

こ

ん

に

ち

わ

…

」 

菊

池

、

乾

燥

機

の

前

に

立

っ

て

乾

燥

し

た

シ

ー

ツ

を

カ

ゴ

に

入

れ

て

い

る

。 

菊

池

、

女

を

横

目

で

見

な

が

ら

最

初

よ

り

遅

い

ペ

ー

ス

で

シ

ー

ツ

を

カ

ゴ

に

入

れ

て

い

る

。 

急

い

で

い

る

の

か

乱

暴

な

手

つ

き

だ

。 

体

を

堅

く

し

て

雑

誌

に

目

を

落

と

し

続

け

て

い

る

、

菊

池

。 

菊

池

、

身

動

き

せ

ず

本

に

目

を

落

と

し

続

け

て

い

る

。 

菊

池

、

慌

て

て

体

を

戻

す

。 

（

日

曜

日

・

午

前

十

時

五

〇

分

頃

） 

洗

濯

機

の

蓋

を

開

け

て

中

か

ら

脱

水

さ

れ

た

シ

ー

ツ

を

取

り

出

す

、

女

。 

自

然

な

目

線

で

女

を

見

る

、

菊

池

。 

再

び

雑

誌

に

目

を

落

と

し

て

読

む

ふ

り

を

し

始

め

る

。 

男

、

ド

ア

を

開

け

て

出

て

ゆ

く

。 

男

が

菊

池

を

見

て

い

る

気

配

。 
洗

濯

機

に

水

が

入

る

音

。 

男

、
走

っ

て

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー

に

戻

っ

て

来

る

。 

見

る

、

男

。 

摩

擦

音

。 

女

、

小

走

り

に

道

を

渡

り

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー

に

向

か

っ

て

来

る

。 

強

く

ド

ア

を

閉

め

る

音

。 

取

り

出

し

た

シ

ー

ツ

を

隣

の

洗

濯

機

の

上

へ

置

く

。 

入

口

寄

り

の

洗

濯

機

の

前

で

立

ち

止

ま

る

、

女

。 

入

っ

て

来

て

洗

濯

機

に

小

銭

を

入

れ

る

、

男

。 

女

、

菊

池

を

見

る

。 

女

、

菊

池

に

気

づ

い

て

表

情

を

変

え

る

。 

静

か

に

顔

を

上

げ

て

ゆ

っ

く

り

振

向

く

、

菊

池

。 

菊

池

を

見

る

、

女

。 

三六 



菊

池  

「

で

も

…

」 

菊

池  

「

…

？

」 

菊

池  

「

…

そ

こ

に

…

」 

女 
 

「

（

お

辞

儀

し

て

）

…

じ

ゃ

あ

」 

女 
 

「

急

い

で

ま

す

か

ら

…

」 

女 
 

「

…

あ

の

。

…

結

構

で

す

」 

女 
 

「

…

す

み

ま

せ

ん

…

」 

乾

燥

機

の

中

へ

シ

ー

ツ

を

乱

暴

に

投

げ

入

れ

て

ゆ

く

。 

女

と

菊

池

、

百

円

玉

の

転

が

っ

て

ゆ

く

様

子

を

目

で

追

う

。 

女

、

蓋

を

閉

め

て

急

い

で

財

布

か

ら

小

銭

を

出

そ

う

と

す

る

。 

少

し

困

っ

た

顔

を

し

て

菊

池

を

見

る

、

女

。 

菊

池

、

立

ち

つ

く

し

た

ま

ま

女

の

後

ろ

姿

を

見

て

い

る

。 

乾

燥

機

の

取

っ

手

に

紙

袋

を

掛

け

る

、

女

。 

膝

を

つ

い

て

中

を

覗

く

、

菊

池

。 

乾

燥

機

が

回

り

始

め

る

。 

乾

燥

機

へ

移

動

し

て

蓋

を

開

け

る

、

女

。 

小

走

り

に

道

を

渡

っ

て

ス

ー

パ

ー

へ

戻

っ

て

ゆ

く

。 

菊

池

、

室

内

を

見

回

す

。 

菊

池

、

立

ち

上

が

る

。 

菊

池

、

し

ば

ら

く

覗

い

た

後

に

顔

を

上

げ

て

女

を

見

る

。 

菊

池

、

立

ち

上

が

っ

て

百

円

玉

が

潜

り

込

ん

だ

洗

濯

機

へ

と

移

動

す

る

。 

菊

池

、

手

を

止

め

て

再

び

女

を

見

る

。 

菊

池

、

目

を

伏

せ

る

。 

ス

ボ

ン

の

膝

が

汚

い

る

。 

女

、

す

こ

し

苦

笑

い

を

し

て

新

た

な

百

円

玉

を

機

械

に

入

れ

る

。 

室

内

を

見

回

す

。 

落

ち

た

百

円

玉

、

洗

濯

機

の

下

に

入

っ

て

ゆ

く

。 

百

円

玉

が

落

ち

て

転

が

っ

て

ゆ

く

。 

女

、

急

ぎ

足

で

ド

ア

を

開

け

て

出

て

ゆ

く

。 

部

屋

の

隅

へ

移

動

す

る

。 

三七 



Ｓ
＃ 

四
九
●

あ

る

床

屋 

店

主  

「

（

ぶ

っ

き

ら

ぼ

う

に

）

…

ら

っ

し

ゃ

い

」 

コ

ー

ト

を

脱

い

で

ソ

フ

ァ

に

置

く

。 

女

が

持

っ

て

来

た

紙

袋

が

掛

か

っ

て

い

る

乾

燥

機

を

見

る

。 

客

、

眠

っ

て

い

る

の

か

目

を

閉

じ

て

ま

っ

た

く

動

か

な

い

。 

そ

の

上

に

お

湯

の

入

っ

た

鍋

が

水

蒸

気

を

上

げ

て

い

る

。 

中

央

の

椅

子

に

客

ひ

と

り

が

座

っ

て

い

る

。 

立

ち

上

が

っ

て

乾

燥

機

へ

移

動

す

る

。 

膝

を

つ

い

て

ほ

う

き

で

百

円

玉

を

取

る

動

作

。 

菊

池

、

店

主

と

客

を

自

然

な

目

線

で

見

る

。 

菊

池

、

軽

く

お

辞

儀

を

し

て

入

口

付

近

に

あ

る

ソ

フ

ァ

に

座

る

。 

菊

池

、

ド

ア

を

開

け

て

店

内

へ

と

入

っ

て

来

る

。 

（

日

曜

日

・

午

後

十

二

時

頃

） 

ソ

フ

ァ

の

横

に

円

形

の

大

形

ス

ト

ー

ブ

が

あ

る

。 

客

の

髪

の

毛

、

毛

が

多

い

為

か

異

常

に

膨

れ

上

が

っ

て

い

る

。 

客

の

後

ろ

の

店

主

、

立

っ

て

客

の

髪

の

毛

に

は

さ

み

を

入

れ

て

い

る

。 

紙

袋

に

百

円

玉

が

落

ち

る

音

。 
紙

袋

の

中

に

百

円

玉

を

や

さ

し

く

落

と

す

、
菊

池

。 

お

湯

の

煮

立

つ

音

。 

店

主

、

無

表

情

に

散

髪

を

続

け

て

い

る

。 

店

内

に

は

三

つ

の

理

髪

用

椅

子

が

有

る

。 

部

屋

の

隅

に

置

い

て

あ

る

ほ

う

き

を

取

る

。 

目

を

閉

じ

た

ま

ま

微

動

だ

に

し

な

い

、

客

。 

百

円

玉

を

手

に

取

っ

て

ほ

こ

り

を

は

ら

う

。 

多

く

の

ほ

こ

り

と

一

緒

に

百

円

玉

が

出

て

来

る

。 

入

っ

て

来

た

菊

池

を

ち

ら

り

と

見

る

、

店

主

。 

ほ

う

き

を

持

っ

て

百

円

玉

の

洗

濯

機

へ

移

動

す

る

。 

熱

い

の

か

座

る

位

置

を

移

動

し

て

ス

ト

ー

ブ

か

ら

少

し

離

れ

る

、

菊

池

。 
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Ｓ
＃ 

五
〇
●

あ

る

床

屋 

店

主  

「

（

超

ぶ

っ

き

ら

ぼ

う

に

）

お

い

、

客

…

」 
妻 

 

「

（

食

物

を

飲

み

込

む

）

…

ど

う

ぞ

」 

店

主

が

鏡

を

見

な

が

ら

膨

れ

た

髪

の

毛

を

押

え

つ

け

る

が

す

ぐ

元

に

戻

る

。 

客

の

髪

が

乾

い

て

ゆ

く

の

と

比

例

し

て

髪

の

毛

が

ど

ん

ど

ん

脹

れ

上

が

っ

て

ゆ

く

。 

ド

ラ

イ

ヤ

ー

の

音

。 

隣

で

店

主

、

客

の

濡

れ

た

髪

を

ド

ラ

イ

ヤ

ー

で

乾

か

し

て

い

る

。 

立

ち

上

が

っ

て

移

動

す

る

、

菊

池

。 

小

首

を

傾

げ

る

、

店

主

。 

菊

池

の

髪

の

毛

が

刈

り

込

ま

れ

て

ゆ

く

。 

菊

池

、

店

主

の

妻

に

散

髪

さ

れ

て

い

る

。 

菊

池

を

ち

ら

り

と

見

る

、

店

主

。 

（

日

曜

日

・

午

後

十

三

〇

分

頃

） 

客

、

無

表

情

に

鏡

を

直

視

し

続

け

て

い

る

。 

客

、

目

を

開

け

て

鏡

を

直

視

し

て

い

る

。 

客

は

相

変

わ

ら

ず

目

を

閉

じ

た

ま

ま

動

か

な

い

。 
客

の

後

ろ

へ

回

っ

て

再

び

散

髪

を

始

め

る

、
店

主

。 

し

ば

ら

く

見

た

後

、

小

首

を

傾

げ

る

。 

店

主

、

ド

ラ

イ

ヤ

ー

を

止

め

る

。 

店

主

の

妻

、

マ

ス

ク

を

す

る

。 

何

か

食

べ

て

い

た

の

か

口

を

も

ぐ

も

ぐ

さ

せ

て

い

る

。 

店

主

、

無

表

情

な

顔

で

戻

っ

て

来

る

。 

店

主

、

は

さ

み

を

持

っ

た

ま

ま

奥

へ

移

動

す

る

。 

店

主

、

は

さ

み

を

止

め

て

鏡

越

し

に

客

を

見

る

。 

目

を

伏

せ

る

、

菊

池

。 

奥

か

ら

店

主

の

妻

が

マ

ス

ク

を

し

な

が

ら

出

て

来

る

。 

鏡

越

し

に

膨

れ

た

髪

の

毛

を

見

る

。 

奥

の

椅

子

の

前

で

立

ち

止

ま

っ

て

菊

池

を

見

る

。 

奥

は

自

宅

に

な

っ

て

い

る

。 

菊

池

、

横

目

で

見

て

い

る

。 
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は

さ

み

を

止

め

る

、

店

主

の

妻

。 

店

主

の

妻

、

心

配

そ

う

に

店

主

を

見

る

。 

再

び

ド

ラ

イ

ヤ

ー

の

ス

イ

ッ

チ

を

入

れ

て

髪

を

寝

か

そ

う

と

す

る

が

変

わ

ら

な

い

、

店

主

。 

店

主

の

妻

、

静

か

に

菊

池

の

散

髪

を

再

開

す

る

。 

菊

池

、

鏡

越

し

に

ち

ら

ち

ら

と

見

続

け

て

い

る

。 
客 

 

あ

の

…
（

ド

ラ

イ

ヤ

ー

の

音

で

か

き

消

さ

れ

る

）
」 

「
店

主

、

聞

こ

え

な

い

の

か

必

死

に

ド

ラ

イ

ヤ

ー

を

客 
 

ん

！

」 

切

る

。 

店

主  

し

に

）

こ

の

ま

ま

で

、

結

構

で

す

」 

持

っ

た

ま

見

て

い

る

。 

Ｓ
＃ 

五
一
●

Ｓ

駅

前

・

南

口

～

地

下

通

路 

（

日

曜

日

・

午

後

二

時

頃

） 

紙

袋

を

持

っ

て

い

る

、
菊

池

。 

が

見

え

隠

れ

し

見

て

い

る

。 

ゆ

く

、

男

。 

尾

行

す

る

。 

。 

Ｓ
＃ 

五
二
●

Ｓ

場

外

馬

券

場

の

前 

客 
 

「

（

鏡

越

店

主  

「

（

鏡

越

し

に

客

の

顔

を

見

る

）

」 

て

い

る

。 

菊

池

、

男

を

菊

池

、

男

と

の

距

離

を

保

ち

な

が

ら

菊

池

、

向

き

直

っ

て

男

の

後

を

追

う

。 

菊

池

の

振

り

向

い

た

先

に

男

の

顔

急

に

立

ち

止

ま

っ

て

振

向

く

。 

ま

立

ち

尽

く

し

て

い

る

。 

菊

池

と

店

主

の

妻

、

二

人

を

地

下

通

路

の

前

方

に

歩

く

男

が

見

え

る

。 

地

下

通

路

の

階

段

を

降

り

て

ゆ

く

、

菊

池

。 

地

下

通

路

に

入

っ

て

ゆ

く

、

男

。 

地

下

通

路

方

向

へ

移

動

し

て

あ

て

続

け

て

い

る

。 

「

（

大

声

）

す

み

ま

せ

駅

に

向

か

っ

て

歩

い

て

ゆ

く

。 

店

主

、

怖

い

顔

を

し

て

ド

ラ

イ

ヤ

ー

を

店

主

、

一

間

お

い

て

ド

ラ

イ

ヤ

を

「

？

」 

手

に

東

急

ハ

ン

ズ

の

人

通

り

が

多

い

。 

距

離

を

保

ち

な

が

ら

尾

行

を

続

け

る

、

菊

池

四〇 



（

日

曜

日

・

午

後

二

時

三

〇

分

頃

） 

人

通

り

が

多

い

。 

尾

行

し

続

く

速

度

を

速

め

て

場

外

馬

券

上

入

Ｓ
＃ 

五
三
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト
菊

池

、

同

じ

距

離

を

保

ち

な

が

ら

男

を

け

て

い

る

。 

男

、

場

外

馬

券

場

の

中

へ

入

っ

て

ゆ

く

。 

菊

池

、

少

し

歩

口

に

近

づ

い

て

ゆ

く

。 

入

口

の

前

で

立

ち

止

ま

っ

て

お

そ

る

お

そ

る

中

を

覗

き

込

む

。 

・

室

内 

て

来

る

。 

（

日

曜

日

・

午

後

三

時

三

〇

分

頃

） 

菊

池

、

手

に

東

急

ハ

ン

ズ

の

紙

袋

を

持

っ

て

入

っ

。 

動

し

て

テ

レ

ビ

の

横

へ

紙

袋

を

置

く

。 

ひ

ね

る

。 

。 
開

け

る

。 
移

動

さ

移

動

し

て

ほ

う

き

と

ち

り

取

り

を

持

っ

て

来

る

。 

せ

る

。 

出

し

て

引

き

出

し

に

入

れ

る

。 

立

ち

上

が

っ

て

テ

レ

ビ

を

も

持

ち

上

げ

て

部

屋

の

カ

ー

テ

ン

は

開

か

れ

て

い

て

明

る

い

室

内

六

畳

間

へ

移

机

へ

移

動

し

て

コ

ー

ト

の

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

財

布

を

テ

レ

ビ

の

下

に

は

ホ

コ

リ

が

た

ま

っ

て

い

る

。 

押

入

れ

へ

テ

レ

ビ

の

前

に

座

っ

て

紙

袋

を

取

っ

て

石

鹸

を

使

っ

て

手

を

丁

寧

に

洗

う

。 

押

入

れ

を

開

け

て

コ

ー

ト

を

脱

い

で

掛

け

る

。 

流

し

へ

移

動

し

て

水

道

の

蛇

口

を

畳

の

上

に

置

く

。 

濡

れ

た

手

を

タ

オ

ル

で

拭

き

、

六

畳

間

に

戻

る

梱

包

を

外

す

。

破

れ

る

音

。 

梱

包

さ

れ

た

長

方

形

の

箱

。 

そ

れ

を

使

っ

て

ホ

コ

リ

を

取

り

、

ゴ

ミ

箱

へ

捨

て

る

。 

「

回

転

テ

レ

ビ

台

」

と

印

刷

さ

れ

て

い

る

。 

箱

か

ら

回

転

テ

レ

ビ

台

を

取

り

出

す

。 

ほ

う

き

と

ち

り

取

り

を

戻

す

。 

四一 



回

転

台

を

テ

レ

ビ

の

あ

っ

た

場

所

に

置

く

。 

乗

せ

る

。 

す

く

見

た

後

、

テ

レ

ビ

へ

移

動

し

位

置

を

変

見

た

後

、

テ

レ

ビ

へ

移

動

し

て

位

置

と

く

見

て

い

る

。 

Ｓ
＃ 

五
四
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト
移

動

さ

せ

た

テ

レ

ビ

を

そ

の

上

へ

テ

レ

ビ

の

ス

イ

ッ

チ

を

入

れ

て

ベ

ッ

ド

へ

移

動

る

。 

ベ

ッ

ド

に

座

っ

て

テ

レ

ビ

を

見

る

。 

し

ば

ら

え

る

。 

ベ

ッ

ド

へ

移

動

し

て

横

に

な

る

。 

し

ば

ら

く

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

変

え

る

。 
競

馬

中

継

で

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

止

め

る

。 

菊

池

、

競

馬

中

継

を

し

ば

ら

・

室

内 

（

日

・

午

後

五

時

頃

） 

菊

池

、

ベ

ッ

ド

の

上

に

寝

そ

べ

っ

て

テ

レ

ビ

を

見

み

か

け

て

い

て

室

内

は

オ

レ

ン

ジ

色

灯

は

点

け

て

い

な

い

。 

ブ

 

開

く

。 

ブ

の

 

ま

っ

て

消

え

て

ゆ

く

。 

え

る

の

を

じ

っ

と

待

の

上

部

の

空

気

穴

を

開

く

。 

て

い

る

。 

か

が

ん

で

ス

ト

ー

ブ

の

目

盛

り

を

見

る

。 

流

し

下

の

収

納

庫

を

中

か

ら

赤

い

ポ

リ

容

器

を

出

し

て

ス

ト

ー

横

に

置

く

。 

ス

ト

ー

ブ

の

火

が

完

全

に

消

ス

ト

ー

ブ

の

火

を

消

す

。 

炎

が

段

々

と

弱

ス

ト

ー

ブ

に

目

を

や

る

。 

台

所

で

燃

え

て

い

る

ス

ト

ー

ブ

。 

室

内

は

薄

暗

い

が

電

し

ば

ら

く

見

た

後

に

立

ち

上

が

っ

て

ス

ト

ー

カ

ー

テ

ン

は

開

か

れ

た

ま

ま

。 

外

は

日

が

沈

石

油

を

注

入

し

始

め

る

。
流

れ

て

ゆ

く

石

油

の

音

。 

ポ

ン

プ

に

輝

い

て

い

る

。 

つ

。 

へ

と

移

動

す

る

。 

曜

日

ホ

ー

ス

を

慎

重

に

抜

く

。 

四二 



少

量

の

石

油

が

床

に

た

れ

る

。 

ス

ト

ー

ブ

の

蓋

を

閉

め

て

ポ

リ

容

器

を

流

し

の

下

ィ

シ

ユ

を

丸

め

て

台

所

の

ゴ

ミ

箱

に

捨

動

し

て

水

道

の

蛇

口

を

ひ

ね

る

。 

菊

池

。 

Ｓ
＃ 

五
五
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

 

に

戻

す

。 

六

畳

間

へ

移

動

し

て

テ

ィ

シ

ュ

を

箱

ご

と

持

っ

て

来

る

。 

床

に

た

れ

た

石

油

を

拭

く

。 

拭

い

た

テ

て

る

。 

六

畳

間

へ

移

動

し

て

テ

ィ

シ

ュ

を

戻

す

。 

流

し

へ

移

石

鹸

を

使

っ

て

丁

寧

に

手

を

洗

う

。 

蛇

口

を

閉

め

て

タ

オ

ル

で

拭

く

。 

両

手

を

鼻

に

近

づ

け

て

臭

い

を

か

ぐ

、

・

室

内

（

日

曜

日

・

午

後

七

時

三

〇

分

頃

） 

六

畳

間

の

電

灯

が

点

っ

て

い

る

。 

入

っ

た

イ

る

。 

 

。 

び

麺

を

す

す

る

。 

飲

む

、

Ｓ
＃ 

五
六
●

男

と

女

の

ア

パ

ー

路

上 

菊

池

、

机

の

前

に

座

っ

て

ど

ん

ぶ

り

に

ン

ス

タ

ン

ト

ラ

ー

メ

ン

を

食

べ

て

い

麺

を

す

す

る

音

。 

顔

を

上

げ

て

前

の

壁

を

無

表

情

に

見

る

。 

再

び

麺

を

す

す

る

。

ベ

ッ

ド

枕

元

に

あ

る

目

覚

ま

し

時

計

を

見

る

し

ば

ら

く

見

た

後

、

再

も

う

一

度

目

覚

ま

し

時

計

を

見

る

。 

し

ば

ら

く

見

た

後

に

ラ

ー

メ

ン

の

ス

ー

プ

を

菊

池

。 

ト

の

前

・

（

日

八

時

三

〇

分

頃

） 

菊

池

、

腕

時

計

を

見

る

。 

て

い

る

。 

ｂ

上

を

通

過

し

て

ゆ

 

自

転

車

に

乗

っ

た

女

が

路

上

く

。 

路

上

ａ

奥

に

立

っ

て

路

上

ｂ

方

向

を

見

曜

日

・

午

後

菊

池

、

女

を

見

な

が

ら

静

か

に

路

上

ｂ

へ

と

移

動

す

る

。

四三 



女

、

駐

車

場

入

口

で

自

転

車

か

ら

降

り

て

引

い

て

ゆ

く

。 

ア

パ

ー

ト

に

は

電

灯

が

点

っ

て

い

る

。 

路

上

ｂ

に

面

し

た

窓

が

静

か

に

開

き

男

が

顔

を

出

。 

く

菊

池

を

見

た

後

に

窓

を

閉

め

る

。 

ま

し

い

音

。 
を

見

る

、

女

。 

。 る

。 

へ

小

走

場

入

口

方

向

を

見

る

。 

っ

て

菊

池

を

追

っ

を

こ

い

で

追

っ

て

ゆ

く

、

男

。 

Ｓ
＃ 

五
七
●

路

地 

菊

池

、

女

を

見

な

が

ら

路

上

ｂ

下

方

向

へ

移

動

し

て

ゆ

く

て

走

り

出

す

。 

と

共

に

階

段

を

降

り

て

来

る

。 

す

。 

（

日

曜

日

・

午

後

九

時

頃

） 

道

幅

五

メ

ー

ト

ル

程

の

道

。 

車

に

乗

っ

た

男

が

立

ち

止

ま

っ

て

男

菊

池

、

音

の

方

向

を

見

る

。 

立

ち

止

ま

る

。 

駐

車

場

に

立

ち

つ

く

し

た

ま

ま

男

と

菊

池

を

見

て

い

る

、

女

。 

菊

池

、

走

っ

て

来

る

。 

菊

池

、

あ

わ

て

て

本

気

で

走

り

出

す

。 

猛

烈

に

ペ

ダ

ル

菊

池

、

少

し

迷

っ

た

後

に

路

上

ｂ

上

方

向

男

、

女

か

ら

自

転

車

を

奪

い

取

男

、

女

に

何

か

言

い

な

が

ら

近

づ

く

男

、

一

階

に

降

り

て

走

り

出

す

男

が

コ

ー

ト

を

羽

織

り

な

が

ら

け

た

た

男

の

影

が

窓

か

ら

離

れ

て

消

え

る

。 
女

を

見

て

い

る

為

、

男

に

は

気

づ

い

て

い

な

い

。 

男

、

し

ば

ら

り

に

逆

戻

り

し

始

め

る

。 

路

上

ｂ

か

ら

ａ

へ

曲

が

る

。 

曲

が

る

時

に

振

向

い

て

駐

車

必

死

に

走

る

、

菊

池

。 

そ

の

言

葉

を

受

け

て

女

、

菊

池

を

見

女

、

駐

車

場

奥

へ

移

動

し

て

ゆ

く

。 

し

ば

ら

く

走

っ

て

来

る

と

自

転

四四 



道

を

曲

が

っ

て

来

る

。 

男

、

必

死

に

ペ

ダ

ル

を

こ

い

で

迫

っ

て

来

る

。 

振

り

返

っ

て

男

を

見

る

、

菊

池

。 

が

っ

て

来

る

。 

成

り

に

右

に

曲

が

る

。

同

じ

位

の

道

幅

び

降

り

る

。 

り

出

す

。 

走

っ

て

来

る

、

の

届

く

所

ま

で

近

づ

い

て

い

る

、

男

。 

く

菊

池

の

上

に

覆

い

被

さ

る

。 

男 
 

 

よ

う

男 
 

分

程

見

え

る

。 

池

の

帽

子

を

は

ぎ

取

る

。 

 

 

男 
 

外

し

て

い

る

。 

と

試

み

る

。 

だ

が

ジ

ャ

リ

道

。 

両

手

で

顔

を

覆

っ

て

顔

を

隠

す

、

菊

池

。 

か

む

。 

道

幅

三

メ

ー

ト

ル

程

の

道

。 

来

る

。 
左

手

に

神

社

の

境

内

。 

男

、

自

転

車

か

ら

飛

菊

池

の

顔

を

覗

き

込

む

、

男

。 

菊

池

、

痛

さ

に

耐

え

か

ね

て

顔

を

上

げ

る

。

「

お

い

！

」 

菊

池

の

顔

が

半

菊

池

と

男

の

激

し

い

息

使

い

。 

男

、
同

じ

様

に

大

き

な

音

を

出

し

て

追

っ

て

来

る

。 

菊

池

に

手

菊

池

と

男

の

距

離

が

ど

ん

ど

ん

縮

ま

っ

て

ゆ

く

。 

菊

池

、

道

菊

池

、

更

に

細

い

道

に

曲

が

る

。 

菊

池

と

男

の

距

離

は

十

数

メ

ー

ト

ル

程

。 

菊

池

。 

自

転

車

を

放

り

投

げ

て

走

バ

ラ

ン

ス

を

崩

し

て

ジ

ャ

リ

道

に

倒

れ

る

、
菊

池

。 

男

、

素

早

男

、

乱

暴

に

菊

男

、

菊

池

の

腕

を

強

く

引

っ

張

っ

て

顔

を

見

男

、

手

を

伸

ば

し

て

菊

池

の

マ

フ

ラ

ー

を

強

く

つ

男

、

気

が

狂

っ

た

様

に

ペ

ダ

ル

を

こ

い

で

追

っ

て

男

、
ブ

レ

ー

キ

音

を

さ

せ

な

が

ら

曲

髪

の

毛

を

強

く

つ

か

み

上

げ

る

。

ジ

ャ

リ

を

踏

む

大

き

な

足

音

と

共

に

「

…

」 

「

（

呼

吸

を

乱

し

て

）

お

い

！

」

必

死

に

走

る

、

菊

池

。 

菊

池

、

男

を

見

な

い

様

に

目

線

を

四五 



乱

暴

に

手

を

離

す

、

男

。 

ン

を

軽

く

払

う

、
男

。 

な

い

。 

 

 

を

起

こ

し

て

フ

レ

ー

ム

か

ら

ラ

ー

を

拾

お

う

と

す

る

。 

下

ろ

し

て

い

る

。 

お

ば

さ

ん

を

見

た

カ

ー

テ

ン

の

窓

を

見

上

げ

 

。 

Ｓ
＃ 

五
八
●

菊

池

の

ア

パ

ー

ト

 

菊

池

、

力

な

く

顔

を

伏

せ

る

。 

静

か

に

立

ち

上

が

っ

て

ス

ボ

菊

池

、

う

ず

く

ま

っ

た

ま

ま

動

か

菊

池

を

上

か

ら

見

て

い

る

、

男

。 

菊

池

、

動

か

な

い

ま

ま

。 

体

を

反

転

さ

せ

て

歩

き

出

す

、

男

。

ジ

ャ

リ

の

足

音

。 

菊

池

、

し

ば

ら

く

じ

っ

と

し

た

ま

ま

。

放

り

投

げ

た

自

転

車

消

え

る

、

男

。 

菊

池

、

静

か

に

顔

を

上

げ

て

立

ち

上

が

る

。 

全

身

を

払

う

。 

地

面

に

落

ち

た

帽

子

を

拾

う

。 

少

し

歩

い

て

マ

フ

自

然

に

上

を

見

る

。 

道

に

面

し

て

家

の

二

階

の

窓

。 

お

ば

さ

ん

、

菊

池

を

見

視

線

を

感

じ

て

無

表

情

に

二

階

の

上

げ

る

、

菊

池

。 

お

ば

さ

ん

、

慌

て

て

カ

ー

テ

ン

を

閉

め

る

。

′ 

し

ば

ら

く

閉

め

ら

れ

て

い

る

。 

静

か

に

マ

フ

ラ

ー

を

拾

い

上

げ

て

よ

ご

れ

払

っ

て

首

に

巻

く

。

ゆ

っ

く

り

歩

き

出

す

、

菊

池

。 

ジ

ャ

リ

の

足

音

・

室

内

（

日

曜

日

・

午

後

十

時

頃

） 

暗

い

室

内

。 

入

っ

て

来

る

。 

室

内

に

差

し

込

む

。 

。 

。 

菊

池

、

ド

ア

を

静

か

に

開

け

て

廊

下

の

電

灯

が

室

内

は

冷

え

て

古

て

息

が

白

い

。 

静

か

に

ド

ア

を

閉

め

て

内

鍵

を

下

ろ

す

六

畳

間

へ

移

動

し

て

電

灯

を

点

け

る

四六 



ス

ト

ー

ブ

へ

移

動

し

て

火

を

点

け

る

。 

静

か

に

燃

え

始

め

る

ス

ト

ー

ブ

。 

し

ゃ

が

ん

で

燃

え

て

ゆ

く

ス

ト

ー

ブ

の

火

を

見

て

し

て

あ

た

る

。 

を

見

て

い

る

、
菊

池

。 

。 

し

て

ス

イ

ッ

チ

を

入

れ

る

。 

。 

Ｓ
＃ 

五
九
●

東

京

ク

リ

ー

ニ

ン

 

い

る

。 

火

が

段

々

大

き

く

な

っ

て

ゆ

く

。 

手

を

か

ざ

立

ち

上

が

っ

て

お

尻

を

あ

て

る

。 

漠

然

と

し

た

目

つ

き

で

室

内

鼻

を

す

す

る

。 

ベ

ッ

ド

へ

移

動

し

て

テ

ィ

シ

ュ

を

抜

く

。 
鼻

を

か

む

。 

使

用

済

み

の

テ

ィ

シ

ュ

を

ゴ

ミ

箱

へ

捨

て

る

テ

レ

ビ

へ

移

動

回

転

台

を

使

っ

て

位

置

を

少

し

変

え

る

。 

ベ

ッ

ド

へ

移

動

し

て

コ

ー

ト

を

着

た

ま

ま

座

る

無

表

情

に

テ

レ

ビ

を

見

る

、

菊

池

。 

グ

・

乾

燥

機

室

（

月

八

時

三

〇

分

頃

） 

薄

暗

い

室

内

。 

ら

し

て

い

に

あ

る

ブ

レ

ー

カ

ー

を

上

げ

る

。 

蛍

光

灯

。 

れ

て

ゆ

く

。 

て

ゆ

く

。 

Ｓ
＃ 

六
〇
●

オ

ー

ル

・

ス

タ

ッ

ク

レ

ジ

ッ

ト

曜

日

・

午

前

窓

か

ら

間

接

光

が

入

っ

て

室

内

奥

を

照

る

。 

菊

池

、

入

っ

て

来

る

。 

入

口

脇

不

規

則

に

点

灯

し

始

め

る

歩

き

出

し

て

右

列

乾

燥

機

へ

近

づ

く

。 

手

前

か

ら

順

々

に

乾

燥

機

の

電

源

を

入

小

さ

な

電

気

音

が

ひ

と

つ

ひ

と

つ

重

な

っ

右

列

全

て

の

電

源

を

入

れ

る

。
増

幅

す

る

電

気

音

。 

菊

池

、

一

番

奥

の

乾

燥

機

の

電

源

を

入

れ

て

立

ち

止

ま

る

。 

そ

の

ま

ま

静

止

図

像

と

な

る

、

画

面

。 

フ

＆

キ

ャ

ス

ト

・

 

静

止

画

像

。 

浮

か

び

上

が

る

オ

ー

ル

・

ス

タ

ッ

フ

＆

キ

ャ

ス

四七 



四八 

ト

。 

菊

池

の

声 

係

長

の

声 

…

菊

池

君

…

」 
タ

カ

ハ

シ

の

す

。
よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」 

の

状

況

音

が

続

く

。 

  

【

お

わ

り

】 

ト

・

ク

レ

ジ

ッ

状

況

音

の

み

が

続

く

。 

「

…

ご

ざ

い

ま

す

」 

「

お

は

よ

う

」 

菊

池

の

足

音

。 

係

長

の

声 

「

タ

カ

ハ

シ

君

。

声
「

タ

カ

ハ

シ

で

菊

池

の

声 

「

…

菊

池

、

で

す

…

」 

係

長

の

声 

「

じ

ゃ

あ

、

よ

ろ

し

く

ね

」 

菊

池

の

声 
「

…

は

い

…

」 
係

長

の

足

音

（

松

葉

杖

）

。 

菊

池

と

タ

カ

ハ

シ


